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3   市報いいやま / 19.8

古
ふ る か わ

川 賢
け ん い ち

一さん（中野市）
飯山赤十字病院に昭和 53 年よ

り勤務され、医師として診察や治療
にあたり、特に訪問診療の充実に尽
力されました。平成 22 年からは８年
にわたり院長として、地域中核医療
の発展に多大な貢献をされました。

市
政
の
発
展
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
を
表
彰

長野県飯山高等学校スキー部
クロスカントリー女子リレーチーム

平成 31 年 2 月に秋田県鹿角市で開催された平成 30 年度
全国高等学校総合体育大会第 68 回全国高等学校スキー大
会において、クロスカントリー女子リレー 3×5㎞で優勝
を果たされました。
第一走者　祢津利宝（木島平村出身 当時２学年）
第二走者　今溝陽名子（白馬村出身 当時２学年）
第三走者　祖父江凜（飯山市出身　当時３学年）

長野県飯山高等学校スキー部
クロスカントリー男子リレーチーム

平成 31 年 2 月に秋田県鹿角市で開催された平成 30 年
度全国高等学校総合体育大会第 68 回全国高等学校ス
キー大会において、クロスカントリー男子リレー 4×10
㎞で優勝を果たされました。
第一走者　沓掛隼士（信濃町出身 当時１学年）
第二走者　小島宙輝（妙高市出身 当時２学年）
第三走者　小林皓生（飯山市出身 当時２学年）
第四走者　高橋汰門（木島平村出身 当時３学年）

　

市
政
の
進
展
に
貢
献
さ

れ
た
方
々
を
対
象
に
、
市

制
施
行
記
念
日
の
８
月
１

日
、
市
役
所
で
飯
山
市
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
受
賞
さ
れ
た
の

は
10
組
の
皆
さ
ま
で
す
。

産
業
、
経
済
、
文
化
等
の

振
興
や
福
祉
の
向
上
な
ど

各
方
面
で
優
れ
た
功
績
を

残
さ
れ
た
方
に
贈
る
功
労

表
彰
が
４
名
、
１
団
体
、
ス

ポ
ー
ツ
や
学
術
、
芸
術
の

分
野
で
功
績
を
残
さ
れ
た

方
に
贈
る
栄
誉
賞
が
２
名
、

３
団
体
で
す
。

　

足
立
市
長
は
、「
各
分
野

で
優
れ
た
功
績
を
残
さ
れ

た
。
あ
ら
た
め
て
市
民
を

代
表
し
感
謝
す
る
。
飯
山

市
が
更
な
る
魅
力
あ
る
都

　金具職人の四代目となる鷲森敏男さん
は、飯山市の伝統産業の継承と発展に貢
献され、功労表彰を受賞されました。鷲
森さんのお父さまの利三郎さんも金具職
人で昭和 61年に同じく受賞されています。
　鷲森さんは、職人気質のお父さまの背
中を見て、魅力を感じ、高校を卒業後、
金具職人の道に入りました。「決して手を
抜かない、そして道具を大切にするという
父の教えを守っている。」と鷲森さん。道
具の中には代々受け継がれているものもあ
ります。槌（つち）は、使い込んだことによっ
て、柄に指が当たる部分に窪みができて
いて、まるで道具の先まで自分の手のよう
な感覚になるといいます。「この道具を使
うと、亡くなった父が見守ってくれている
ようです。」と目を細めます。
　鷲森さんには、お弟子さんがいます。「伝

親 子 二 代 で 受 賞

飯
山
市
表
彰
式

飯山市議会議員として 3 期
11 年 11 カ月にわたり、地方自治の
推進と住民福祉の向上に多大な貢献
をされました。

竹
た け い

井 政
ま さ し

志さん（飯山）功労
表彰

功労
表彰

長年にわたり「かまくら祭り」
の運営を支えるとともに、祭りを飯
山市の新たな冬の風物詩に成長させ
るなど、地域の振興に多大な貢献を
されました。

かまくら応援隊功労
表彰

長野県飯山高等学校
平成 31 年 2 月に秋田県鹿角

市で開催された平成 30 年度全国高
等学校総合体育大会第 68 回全国高
等学校スキー大会において、男子総
合優勝を３年連続で果たされまし
た。

栄誉
賞

栄誉
賞

栄誉
賞

▲受賞者を代表してあいさつする竹井政志さん

▲功労表彰を受賞した鷲森敏男さん

森
も り

 德
の り ひ さ

壽さん（木島平村）
国の伝統的工芸品である飯山

仏壇の彫刻職人として 50 年以上に
わたり従事されるとともに、伝統工
芸士として後継者の育成等、技術の
伝承のほか仁王像の修復にも尽力さ
れ、飯山市の伝統産業の継承と発展
に貢献されました。

功労
表彰

鷲
わ し も り

森 敏
と し お

男さん（飯山）
国の伝統的工芸品である飯山

仏壇の金具職人として 50 年以上に
わたり従事されるとともに、伝統工
芸士として後継者の育成等、技術の
伝承のほか技術を活かした観光振興
にも取り組まれ、飯山市の伝統産業
の継承と発展に貢献されました。

功労
表彰

祖
そ ぶ え

父江 凜
り ん

 さん（太田）
平成 31 年 2 月に北海道札幌

市で開催された第 74 回国民体育大
会冬季大会スキー競技会において、
クロスカントリー少年女子 5km ク
ラシカルで優勝。並びに平成 31 年
2 月に秋田県鹿角市で開催された平
成 30 年度全国高等学校総合体育大
会第 68 回全国高等学校スキー大会
においても、クロスカントリー女子
5㎞クラシカルで優勝を果たされま
した。

栄誉
賞

小
お が さ わ ら

笠原 舜
しゅん

 さん（瑞穂）
平成 31 年 2 月に新潟県十日

町市で開催された平成 30 年度全国
中学校体育大会第 56 回全国中学校
スキー大会において、クロスカント
リー男子 5km フリーで優勝を果た
されました。

栄誉
賞

市
と
し
て
発
展
で
き
る
よ

う
こ
れ
か
ら
も
一
層
の
ご
活

躍
を
い
た
だ
き
た
い
。」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
、
竹

井
政
志
さ
ん
か
ら
「
日

頃
、
地
方
自
治
、
地
域
医

療
、
伝
統
産
業
、
地
域
振

興
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
、
発
展
や
後

継
者
育
成
、
成
績
向
上
な

ど
を
目
指
し
、
取
り
組
ん

で
き
た
。
日
頃
の
活
動
を

お
認
め
い
た
だ
き
感
謝
し
て

い
る
。
本
日
の
受
賞
を
励

み
に
し
、
さ
ら
な
る
市
政
の

発
展
、
向
上
に
努
め
た
い
。」

と
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

統工芸は、次につながっていくことが大切。
仏壇組合は、10 年ほど前から仏壇から一
歩踏み出した取り組みをしている。仏壇だ
けでなく、観光客や海外の方をターゲット
とした土産品など、見方を変えれば伝統
工芸をやりたいという人がでてくるかもし
れない。とにかく品を見てもらって話すこ
とが大切で、それが次につながると思う。」
と伝統産業の継承について思いを語りま
した。
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温井線は 10 月から一部時間帯で

予約型乗り合いタクシーでの運行になります

戸狩小学校入口

戸狩温泉スキー場戸狩温泉スキー場

　「温井線」について、令和元年 10 月 1 日より一部時
間帯（平日午前 8 時 5 分から午後 3 時 25 分まで・土
休日全便）で予約型乗り合いタクシーでの運行を行う
ことになりました。予約型乗り合いタクシーをご利用
いただく際は、電話予約をしていただく必要がありま
すが、バスよりも小型の車両で運行するため、幹線道
路から生活道路に入り、集落内での乗降が可能になり、
これまでよりも使いやすく便利な公共交通となります。
沿線地域には、来月号と一緒に詳細についてのチラシ、
時刻表を配布いたします。利用者の皆さまのご理解を
よろしくお願いします。

○平日の朝、夕、夜はこれまでどおりの路線でバスを
運行します。

○運賃はバスも乗り合いタクシーも同じ設定になります。
○乗り合いタクシーの時間帯は市街地間での利用はで

きなくなります。
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お知らせ Pickup ⤴

令 和 元 年 の 節 目 の 年 に、 甲 子 園 101 年 の 歴 史 に 名 を 刻 む

飯山高校野球部が甲子園初出場を報告するため、７月 28 日に足立市長を訪問しました

第 101 回全国高等学校野球選手権 長野大会

飯山高校初優勝 甲子園初出場祝
　
７
月
21
日
に
松
本
市
野
球
場

で
行
わ
れ
た
第
１
０
１
回
全
国

高
等
学
校
野
球
選
手
権
長
野
大

会
決
勝
で
、
伊
那
弥
生
ヶ
丘
高

校
と
の
激
戦
の
う
え
、
飯
山
高

校
野
球
部
が
み
ご
と
初
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
岳
北
地
域
を
含
め
、

初
の
快
挙
で
、
市
内
各
地
で
野

球
部
を
祝
う
と
と
も
に
、
ポ
ス

タ
ー
が
張
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
は
、
飯
山
高
校
を
祝
う
ポ
ス

タ
ー
の
作
製
や
市
役
所
と
飯
山

駅
に
懸け

ん
す
い
ま
く

垂
幕
を
設
置
す
る
な
ど

飯
山
高
校
の
快
挙
を
祝
い
ま
し

た
。吉

池
拓
弥
（
た
く
み
）
監

督
は
、
市
長
訪
問
に
際

し
、
日
頃
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
方
々
に
感
謝
を
述
べ
た
う
え

で
、「
飯
山
全
体
の
目
標
で
あ
る

雪
国
か
ら
甲
子
園
へ
の
夢
を
果

た
せ
て
う
れ
し
い
。」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
甲
子
園

で
は
、
飯
山
高
校
ら
し
い
粘
り

強
い
、
攻
め
の
野
球
を
し
た
い

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

大
川
陸
（
り
く
）
主
将
は
、

「
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
最
後

ま
で
戦
い
抜
き
優
勝
す
る
こ
と

が
で
き
う
れ
し
い
。
飯
山
市
の

皆
さ
ん
に
は
応
援
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
。
皆
さ
ん
の
応
援

が
力
に
な
り
こ
こ
ま
で
来
れ
た
。

甲
子
園
で
も
た
く
さ
ん
の
応
援

を
力
に
し
て
が
ん
ば
り
た
い
。」

と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

常
田
唯
斗
（
ゆ
い
と
）
選

手
は
、
長
野
大
会
決
勝

戦
で
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
務
め
、

延
長
の
末
、
サ
ヨ
ナ
ラ
の
ヒ
ッ

ト
を
放
ち
ま
し
た
。「
甲
子
園
で

は
、
チ
ー
ム
に
少
し
で
も
貢
献

で
き
る
よ
う
な
プ
レ
ー
を
し
た

い
。
ま
た
甲
子
園
を
楽
し
ん
で

き
た
い
。」
と
語
り
ま
し
た
。

足
立
市
長
は
、「
体
調
管
理

に
留
意
い
た
だ
き
、
甲

子
園
で
は
、の
び
の
び
と
プ
レ
ー

し
て
も
ら
い
た
い
。」
と
選
手
た

ち
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

市
は
、
長
野
大
会
決
勝
戦

に
、
バ
ス
５
台
を
用
意
し
、
防

災
無
線
で
応
援
す
る
方
を
募
る

な
ど
、
飯
山
高
校
を
応
援
し
ま

し
た
。
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倒壊の恐れのあるブロック塀改修補助をご利用ください
家まわりのブロック塀安心ですか？９/ １防災の日にあわせ、今一度ご確認ください。

　昭和 53 年６月の宮城県沖地震や記憶にも新しい平
成 30 年 6 月の大阪北部地震の際、ブロック塀による災
害が発生しました。
　昭和 56 年に、耐震基準の見直し（新基準）が行わ
れ、ブロック塀の基準が引き上げられています。建物と
同じようにこの昭和５６年を界に工作物の耐震性に差が
生じることがあります。新基準では、高さを最大３メート
ルから2.2 メートルへとより低くすることや内側から垂直
に支える“ 控え壁 ”の設置間隔など耐震要件が厳格化
されました。
　昨年度、市においても、危険と思われるブロック塀
の改修等へ費用の一部を補助する「飯山市ブロック塀
等撤去安全対策事業補助金制度」を制定しました。
　9 月1日は防災の日です。この日にあわせ、今一度、
もう一度周りの安全確保について確認をお願いします。
詳しくはお問い合わせください。

  建設水道部 まちづくり課 まち並整備係　☎ 62-3111 内線 245

対象となるブロック塀

対象経費と補助率

ブ ロ ッ ク 塀 等 の 点 検 の チ ェ ッ ク ポ イ ン ト

国県道、市道、小学校等の通学路に指定されている道路
などに面するブロック塀等。保安上危険と認められるもの、
もしくは記述的基準に適合しないもののうち、道路面から
の高さが１ｍを超えるもの

出典：パンフレット「地震からわが家を守ろう」日本建築防災協会 2013.1より一部改

○対　象：ブロック塀の撤去に関わる経費
○補助率：１/２以内【限度額10万円】
※飯山市景観形成住民協定区域内の小菅の里、松倉団
地、愛宕町、中央通線（北町・田町）、五荷、瀬木、広
小路界隈の７地域に該当される方は、必要に応じて補助
率や限度額が加算されます。

ブロック塀について、以下の項目を点検し、ひとつでも不
適合があれば危険なので改善しましょう。まず外観で１～
５をチェックし、ひとつでも不適合がある場合や分からな
いことがあれば、専門家に相談しましょう。

□１．塀の高さは地盤から 2.2 ｍ以下か
□２．塀の厚さは10cm 以上か

（塀の高さが 2ｍ超 2.2ｍ以下の場合は15cm 以上）
□３．塀の高さが 1.2 ｍ超の場合、控え壁はあるか

塀の長さ3.4 ｍ以下ごとに、塀の高さの1/5 以上
突出した控え壁があるか）

□４．コンクリート基礎（根入れ）があるか
□５．塀に傾き、ひび割れはないか
□６．塀に鉄筋は入っているか

塀の中に直径 9mm 以上の鉄筋が、縦横とも
80cm 間隔以下で配筋されており、縦筋は、壁頂
部および基礎の横筋に、横筋は、縦筋にそれぞ
れかぎ掛けされているか。基礎の根入れ深さは
30cm 以上か（塀の高さが 1.2m 超の場合）

ひび割れ

根入れ

控え壁

鉄筋

厚さ

高さ

飯山市UIJ ターン就業・創業移住支援事業
補助金が新しくできました

  移住定住推進課 移住定住係　☎ 62-3111 内線 254

公益財団法人長野県中小企業振興センター
 ☎ 026-227-5028

 企業の担い手不足解消・地域課題の解決・移住促進を目的に

対象者となる方の要件（概要）詳しくはお問い合わせください

または

移住元
〇移住する直前に、連続して５年以上東京圏、

愛知県、大阪府に在住し、移住する３カ月前ま
で連続して５年以上就労していたこと

移住先
〇平成 31 年４月１日以降に移住した方
〇本支援金の申請が移住後３カ月以上１年以内に

されていること
〇市内に５年以上継続して居住する意思がある方

その他
〇市税の滞納がないこと　など

就業
〇勤務先が東京圏（埼玉県、千葉県、東京都および神

奈川県）以外にあること
〇 県 が 開 設している求 職 者を対 象とするインター

ネットサイト「マッチングサイト」※に掲載している求人
に応募して採用された方

〇３カ月以上在職していること
〇申請から５年以上継続して勤務する意思がある方など

移住支援金の支給対象求人
を掲載するため、県が開設・
運営するサイト。（求人検索
エンジン「スタンバイ」内の
長野県移住支援金対象求人
特集ページ）詳しくは、お問
い合わせください。

創業
〇創業支援金※の交付を受けていて、本支援金の申請

が１年以内にされている方

県内経済を担う次世代産業を創出するため、地域の課
題をビジネスの手法で解決するソーシャル・イノベー
ションによる創業者を支援することを目的とした事業で
す。対象者は、県が定める分野（地域活性化・過疎地
対策・買い物弱者支援・地域交通支援・子育て支援・
環境エネルギー関連・社会福祉等）において、地域の
課題解決に資する社会的事業であり、新たに創業する
事業であることが要件となります。

【最大 200 万円、補助率２分の１】
対象等詳しくはお問い合わせください。

飯山市と長野県が協力し、企業等の担い手不足の解消
と地域課題の解決や移住促進を目的として、UIJ ター
ンによる就業・創業する方を支援します。
東京圏や愛知県、大阪府から飯山市に移住した方で、
県が選定した企業に就職した方または、公益財団法人
長野県中小企業振興センターが窓口となっている県の
創業支援金の交付を受けている方に支援金を支給する
事業です。

UIJ ターンで飯山市に移 住さ
れた方で、就業または創業さ
れる方を支援します。
【移住支援金の額】
単身世帯　　  60万円
２人以上の世帯100万円

※ 創 業 支 援 金 の ご 案 内※長野県のマッチングサイト
県ではマッチングサイトへ求人を掲載
していただける企業を募集しています

長野県産業労働部労働雇用課 ☎ 026-235-7201

UIJ ターンで飯山市に移 住さ
れた方で、就業または創業さ
れる方を支援し
【移住支援金の額】
単身世帯　　  60
２人以上の

お知らせ Pickup ⤴ お知らせ Pickup ⤴
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△前列左から 飯山高校陸上部顧問小林至先生、小林幸音（ゆき
ね）選手、新家副市長、金崎隆（ゆたか）さん（金崎礼選手代理）　
後列左から 飯山市体育協会村山芳広会長、長瀬哲教育長、常田
新司教育部長

み
ゆ
き
野
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
ア
ジ
ア
大
会
出
場
を
報
告

△みゆき野ティーボールクラブの選手、関係者の皆さん
　

み
ゆ
き
野
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
（
古
海
成
称
会
長
）
の
選

手
16
人
が
、
７
月
26
日
に
市
役

所
を
訪
れ
、
県
下
初
出
場
と
な

る
第
10
回
亜
洲（
ア
ジ
ア
）オ
ー

プ
ン
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
大
会
出
場

に
つ
い
て
市
長
に
報
告
し
ま
し

た
。

　

古
海
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
、

「
飯
山
高
校
野
球
部
が
甲
子
園

に
出
場
が
決
ま
り
、
子
ど
も
た

ち
も
目
標
が
で
き
た
。」
喜
び
を

語
り
ま
し
た
。

　

テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
は
、
野
球
の

原
点
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
で
、
違

い
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
い
な
い
こ

と
で
す
。
本
塁
プ
レ
ー
ト
の

後
方
に
置
い
た
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

テ
ィ
ー
に
ボ
ー
ル
を
載
せ
、
止

ま
っ
た
ボ
ー
ル
を
打
つ
こ
と
か

ら
ゲ
ー
ム
が
始
ま
り
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
少
年
野
球
連

盟
加
盟
チ
ー
ム
か
ら
選
抜
さ
れ

た
小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生

の
16
名
で
、７
月
29
日
に
（
メ
ッ

ト
ラ
イ
フ
ド
ー
ム
（
埼
玉
県
所

沢
市
）
で
試
合
に
の
ぞ
み
、
ブ

ロ
ッ
ク
３
位
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
９
夏
休
み
体
験
教
室 

で

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た

△プログラム言語のスクラッチでゲームのキャラク
ターの動きについてプログラムしている様子

　
７
月
31
日
か
ら
８
月
２
日
の

３
日
間
に
わ
た
り
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
体
験
授
業
を
行
い
、
定
員

の
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
飯
山
市
公
民

館
が
主
催
す
る
２
０
１
９
夏
休

み
体
験
教
室
の
１
つ
で
、iTeen

（
ア
イ
テ
ィ
ー
ン
）
長
野
校
の
協

力
の
も
と
行
わ
れ
て
お
り
、
今

年
度
初
め
て
の
取
り
組
み
で
す
。

　

参
加
者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

申
込
開
始
か
ら
す
ぐ
に
定
員
に

達
し
ま
し
た
。

　

授
業
は
、
無
料
で
使
用
で
き

る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

言
語
の
ス
ク
ラ
ッ
チ（Scratch

）

を
使
用
し
て
、
ゲ
ー
ム
を
作
る

も
の
で
す
。

　

参
加
し
た
小
学
校
６
年
生
の

児
童
は
、
学
校
か
ら
の
お
便
り

で
知
り
申
し
込
み
ま
し
た
。
授

業
に
関
し
て
感
想
を
聞
く
と「
機

械
が
好
き
で
申
し
込
ん
だ
。
楽

し
い
で
す
。」
と
真
剣
な
様
子
か

ら
一
転
し
、
満
面
の
笑
み
で
答

え
ま
し
た
。

第
１
回
飯
山
仏
壇
体
験
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

△彫金体験でブックマークを作成している様子

　

第
１
回
飯
山
仏
壇
体
験
フ
ェ

ス
タ
が
愛
宕
町
仏
壇
通
り
を
中

心
に
、
７
月
６
日
・
７
日
の
２

日
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

飯
山
仏
壇
を
宣
伝
す
る
と
と

も
に
、
県
内
の
伝
統
的
工
芸
品

や
地
場
産
業
製
品
に
触
れ
て
親

し
ん
で
も
ら
お
う
と
飯
山
仏
壇

事
業
協
同
組
合
（
上
海
一
徳
理

事
長
）
が
主
催
し
た
も
の
で
、

昨
年
ま
で
開
催
し
て
い
た
「
奥

信
濃
特
産
ま
つ
り
」
の
イ
ベ
ン

ト
を
一
部
見
直
す
な
ど
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
も
の
で
す
。

　
７
日
は
、
仏
壇
通
り
で
、
伝

統
技
術
体
験
が
行
わ
れ
、
箔
押

し
、
蒔
絵
、
彫
刻
、
彫
金
の
無

料
体
験
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
６

日
は
、
飯
山
市
伝
統
産
業
会
館

で
、
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て

「
飯
山
仏
壇
の
匠
の
技
に
挑
戦

し
て
み
よ
う
！
」
と
題
し
、
本

格
的
な
彫
金
に
よ
る
表
札
作

り
、
家
紋
の
彫
刻
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

大
天
狗
、
獅
子
舞
、
愛
宕
睦

神
輿
渡
御
な
ど
が
行
わ
れ
、
多

く
の
方
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

△（上）長野県立大学ソーシャルイノベーション創出センター大
室センター長　（下）NPO 法人アート・イニシアティブ・トウキョ
ウの堀内理事

　

飯
山
小
学
校
５
年
生
が
、
７

月
11
日
に
千
曲
川
で
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、「
ふ
る
さ
と
千
曲
川

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
体
験
学
習
」
と

し
て
、
市
教
育
委
員
会
が
今
年

度
初
め
て
企
画
し
た
も
の
で
、

市
内
全
小
学
校
の
５
年
生
を
対

象
に
、
学
校
ご
と
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

初
回
と
な
る
こ
の
日
は
、
飯

山
小
学
校
の
児
童
42
人
と
教

職
員
が
６
艇
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

ボ
ー
ト
に
分
乗
し
、
飯
山
カ

市
内
各
小
学
校
で
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
体
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

△飯山カヌーポートを出発する飯山小学校の児童

ヌ
ー
ポ
ー
ト
か
ら
常
盤
親
水
公

園
ま
で
約
１
時
間
か
け
て
千
曲

川
を
下
り
ま
し
た
。

　

自
然
観
察
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
お
話
し
か
ら
、
ふ
る
さ

と
の
雄
大
さ
や
水
の
恵
み
、
生

活
と
の
関
り
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
は
、
冬
の
ス
キ
ー

教
室
と
同
じ
く
「
ふ
る
さ
と
教

育
」
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
千

曲
川
を
体
験
し
て
も
ら
う
目
的

が
あ
り
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
で
も
あ

り
ま
す
。

～
芸
術
家
・
起
業
家
の
視
点
か
ら
地
域
経
営
を
見
直
す
～

飯
山
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た

飯山高校３年小林幸音選手（木島地区）が 円盤投げで
佐久長聖高校３年金崎礼選手（太田地区）が 剣　　道で 全国大会出場

　全国大会への出場を決めた飯山高校３年の小林幸音さん
と佐久長聖高校３年の金崎礼さん（代理：父の隆さん）が、
７月 29 日に市長を訪問しました。
　小林さんは、６月に松本市で開催された北信越陸上競技
大会の女子円盤投げで第４位となり、８月４日から競技が
行われる秩父宮賜杯第 72 回全国高等学校陸上競技対校選
手権大会に出場します。２回目のインターハイ出場となる
小林さんは、「昨年はプレッシャーがあり、なかなか自分の
競技ができなかった。今年は自分らしい競技をし自己記録
を上回るよう結果を出したい。」と大会に向け、意気込みを
語りました。金崎さんは、岡谷市で開催された長野県剣道
競技大会の団体戦で優勝し、８月４日から競技が行われる
第 66 回全国高等学校剣道大会に出場します。代理として出
席した金崎隆さんは、「お世話になった飯山の方へこういう
形で報告できるのはうれしい。」と喜びを語りました。

　

飯
山
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
セ
ミ

ナ
ー
２
０
１
９
を
７
月
４
日
に

飯
山
市
公
民
館
で
開
催
し
、
19

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
お
互
い
の
思
考
法

が
近
い
と
言
わ
れ
る
「
芸
術
家
」

と
「
起
業
家
」
の
視
点
か
ら
地

域
経
営
の
あ
り
方
を
紐
解
き
、

教
育
と
ア
ー
ト
の
有
用
性
を
通

じ
た
飯
山
の
新
た
な
価
値
創
造

を
考
え
る
た
め
、
長
野
県
立
大

学
に
協
力
を
い
た
だ
き
市
が
主

催
し
た
も
の
で
す
。

　

起
業
家
の
視
点
で
は
、
長

野
県
立
大
学
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
セ
ン
タ
ー
の

大
室
悦
賀
（
の
ぶ
よ
し
）
セ
ン

タ
ー
長
が
「
見
え
な
い
も
の
か

ら
見
通
す
地
域
経
営
」と
題
し
、

ま
た
芸
術
家
の
視
点
で
は
、
N

　
P　
O
法
人
ア
ー
ト
・
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
の
堀
内

菜
穂
子
理
事
が
「
多
彩
な
視
点

か
ら
眺
め
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

視
点
」
と
題
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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令
和
２
年
度
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
第
70
回
全

国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
飯
山

市
実
行
委
員
会
が
、
７
月
23
日

に
市
役
所
で
行
わ
れ
、
設
立
に

際
し
て
の
会
則
、
役
員
体
制
や

事
業
計
画
、
予
算
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
会
期
は
、
令
和
３
年

２
月
上
旬
か
ら
中
旬
の
５
日
間

を
予
定
し
て
お
り
、
会
場
は
、

ア
ル
ペ
ン
競
技
は
戸
狩
温
泉
ス

キ
ー
場
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

令
和
２
年
度
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
（
ス
キ
ー
競
技
）の

実
行
委
員
会
を
設
立
し
ま
し
た

△会長に就任した足立市長

競
技
は
長
峰
ス
ポ
ー
ツ
公
園
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
、
ジ
ャ

ン
プ
・
コ
ン
バ
イ
ン
ド
競
技
は
、

市
営
飯
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ
と
長
峰

ス
ポ
ー
ツ
公
園
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
コ
ー
ス
で
行
う
予
定
で
す
。

ま
た
、
開
会
式
は
飯
山
市
文
化

交
流
館
な
ち
ゅ
ら
、
閉
会
式
と

表
彰
式
は
、
ト
ピ
ア
ホ
ー
ル
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
１
年
前
と
な
る
令
和

２
年
１
月
下
旬
か
ら
２
月
に
か

け
て
プ
レ
大
会
を
行
い
ま
す
。

長
野
県
立
大
学
連
携
事
業 

第
２
期
女
性
起
業
塾
を
開
催
し
ま
し
た

　
７
月
11
日
㈭
に
、
飯
山
市
文

化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら
で
、
第
２

期
女
性
起
業
塾
の
第
１
回
目
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
こ
の

取
り
組
み
は
、
長
野
県
立
大
学

と
の
連
携
事
業
の
一つ
で
、
女
性

を
対
象
と
し
、
自
分
ら
し
く
生

き
、
働
く
た
め
の
「
起
業
」
に

向
け
た
「
マ
イ
事
業
」
づ
く
り

を
行
う
全
３
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。

　

講
師
に
長
野
県
立
大
学
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

セ
ン
タ
ー
チ
ー
フ
・
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
の
秋
葉
芳
江
先
生
を
迎
え
、

起
業
と
事
業
化
の
考
え
方
を
学

び
ま
す
。

　

今
回
は
、
講
義
と
ワ
ー
ク
を

通
し
て
、
自
分
が
実
現
し
た
い

未
来
像
、
自
分
が
好
き
な
こ
と・

得
意
な
こ
と
・
強
み
を
見
つ
め
、

主
語
を
「
自
分
」
と
し
て
考
え

る
こ
と
の
大
切
さ
、
好
き
を
仕

事
に
す
る
発
想
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

■部落差別等人権問題に関する相談（全般）

～ ま ず は お 気 軽 に 電 話 で お 尋 ね く だ さ い。 相 談 は 無 料 で、 秘 密 は 固 く 守 ら れ ま す ～

人 権 相 談 窓 口 一 覧 表

■女性の人権に関する相談

■子どもの人権に関する相談

■外国人の人権に関する相談

■その他の人権に関する相談

飯山市役所人権政策課 ☎ 0269-62-3111（代表）内線 332　（平日8：30 ～17：00）
いいやま人権福祉センター ☎ 0269-81-3101（平日8：30 ～17：00）
みんなの人権 110 番（長野地方法務局） ☎ 0570-003-110（平日8：30 ～17：15）
長野県人権啓発センター ☎ 026-274-3232（火～日8：30 ～17：00）

北信圏域障害者総合相談支援センター “ぱれっと”
【対象者：身体・知的・精神 ( 発達、高次脳機能 ) 難病等に起因する障がいのある児者】 ☎ 0269-23-3525（平日8：30 ～17：30）
（認定 NPO 法人）長野犯罪被害者支援センター ☎ 026-233-7830（平日10：00 ～16：00）
HIV ／エイズ・性感染症相談（北信保健福祉事務所） ☎ 0269-62-3107（平日8：30 ～17：00）

多文化共生くらしのサポーター（（公財）長野県国際化協会内）☎ 026-235-7186（外国籍県民生活相談）（平日9：30 ～17：30）
    ポルトガル語／中国語／タガログ語／タイ語／英 語／日本語

東京出入国在留管理局長野出張所 ☎ 026-232-3317（在留資格、在留関係）
（平日9：00 ～12：00、13：00 ～17：00）

飯山市女性相談（いいやま人権福祉センター） ☎携帯 080-1080-9924（平日8：30 ～17：00）
長野県女性相談センター ☎ 026-235-5710（平日8：30 ～17：15）
女性相談（長野県北信保健福祉事務所） ☎ 0269-62-3943（平日8：30 ～17：15）
女性の人権ホットライン（長野地方法務局） ☎ 0570-070-810（平日8：30 ～17：15）
長野県男女共同参画センター “ あいとぴあ ” ☎ 0266-22-8822（火～土 8：30 ～17：00）
児童虐待・DV24 時間ホットライン （長野県県民文化部こども・家庭課） ☎ 026-219-2413（毎日24 時間）
にんしんＳＯＳながの（うえだみなみ乳児院） ☎ 0120-68-1192（毎日 24 時間）
長野県性暴力被害者支援センター “りんどうハートながの ”

（長野県県民文化部人権・男女共同参画課） ☎ 026-235-7123（毎日24 時間）
性犯罪被害ダイヤルサポート１１０（長野県警察本部　捜査第一課） ☎ 0120-037-555（毎日 24 時間）

24 時間子どもSOS ダイヤル
（学校生活相談センター　長野県教育委員会） ☎ 0120-0-78310（毎日24 時間）
子どもの人権 110 番　（長野地方法務局） ☎ 0120-007-110（平日8：30 ～17：15）
長野県子ども支援センター（大人用）（長野県県民文化部こども・家庭課） ☎ 026-225-9330（月～土 10:00 ～18：00）
長野県子ども支援センター（子ども専用ダイヤル・無料）（　　同上　　 ） ☎ 0800-800-8035（月～土 10：00 ～18：00）
長野県中央児童相談所 ☎ 026-238-8010（平日8：30 ～17：15）
児童虐待・DV24 時間ホットライン （長野県県民文化部こども・家庭課） ☎ 026-219-2413（毎日24 時間）

人権政策課 人権同和係 ☎内線 332

（機関名 、電話番号 、受付時間は変更になる場合があります）

　
７
月
21
日
の
参
議
院
議
員
選

挙
に
と
も
な
い
、
飯
山
高
校
３

年
の
上
野
実
里
さ
ん
が
期
日
前

投
票
所
の
立
会
人
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。

　

上
野
さ
ん
は
、
初
め
て
の
選

挙
で
、
立
会
人
に
な
り
「
急
に

大
人
に
な
っ
た
気
分
」
と
胸
の

内
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
高
校
３
年
の
髙
橋

涼
太
さ
ん
は
、
飯
山
市
防
災
行

政
無
線
で
、
投
票
の
呼
び
か
け

を
行
い
ま
し
た
。
髙
橋
さ
ん
は
、

市
内
に
自
分
を
知
っ
て
い
る
人

は
少
な
い
と
思
う
が
、
こ
の
ア

飯
山
高
校
生
が
立
会
人
、ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

選
管
だ
よ
り　
第
元-

１
号

ナ
ウ
ン
ス
で
一
人
で
も
多
く
投

票
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。」
と
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

△（上）市役所の期日前投票所で投票を確認する上野さん
　（下）無線室で原稿を読み上げる髙橋さん

参 議 院 議 員 選 挙 の 結 果
令和元年７月 21 日執行

男 女 計
有権者数（人） 8,698 9,320 18,018

投票者数（人） 5,273 5,174 10,447

投 票 率（ ％） 60.62 55.52  57.98

（前回投票率）
H28.7（％）（68.24）（63.90） （65.99）
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広
告
コ
ー
ナ
ー

戸狩温泉暁の湯 ☎ 65-2648
飯山市民感謝祭 期間限定・飯山市民限定

入浴割引始めました

期　　間 ▷令和元年11月30日（土）まで
入浴料金 ▷大人 550 円→１回350円　子ども 350 円→１回250円
営業時間 ▷10：30 ～ 21：00（最終入場 20：30）
※毎週月曜清掃日　13：00 ～ 21：00（最終入場 20：30）

※飯山市民と証明できるもの（免許証または保険証写し提示）をご提示ください

飯
山
市
空
家
等
対
策
計
画

が
策
定
さ
れ
ま
し
た

　

飯
山
市
空
家
等
対
策
協
議
会

が
、
７
月
１
日
㈪
に
開
催
さ
れ
、

飯
山
市
空
家
等
対
策
計
画
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
２
０
１
９
年
度

か
ら
２
０
２
２
年
度
ま
で
の
４
年

間
を
期
間
と
し
、
適
切
な
管
理
が

行
わ
れ
て
い
な
い
空
家
等
が
防
災
、

衛
生
、
景
観
等
の
地
域
住
民
の
生

活
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
の

生
命
、
身
体
、
財
産
を
保
護
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
生
活
環
境
の
保

全
、
空
き
家
の
活
用
な
ど
、
基
本

的
な
取
組
姿
勢
や
対
策
を
市
民
の

皆
さ
ま
に
示
し
、
空
家
等
対
策
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

移
住
定
住
推
進
課 

移
住
定
住
係

☎ 
内
線 

２
５
４

配
食
サ
ー
ビ
ス
を

ご
存
知
で
す
か

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世

帯
で
病
弱
な
ど
に
よ
り
、
食
事
の

調
理
が
で
き
な
い
方
を
対
象
に
、

安
否
確
認
を
兼
ね
た
配
食
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
一
部
地
域
で

配
達
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
）

飯
山
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎ 

内
線 

１
８
３ 

・ 

１
８
６

■
対
象
者

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
、

ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯

で
、
病
弱
な
ど
の
た
め
自
分
で

食
事
の
調
理
や
食
材
の
買
い
出

し
が
困
難
な
方

■
利
用
料

１
食
４
５
０
円（
ご
飯・お
か
ず・汁
）

１
食
４
０
０
円
（
お
か
ず
・
汁
）

■
利
用
回
数

　

週
３
回
以
内
（
月・水・金
の
夕
食
）

■
申
し
込
み

ご
希
望
の
方
は
、
下
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

庁
舎
に
シ
ル
バ
ー
カ
ー
を

配
置
し
ま
し
た

　

７
月
か
ら
庁
舎
に
シ
ル
バ
ー

カ
ー
２
台
を
市
役
所
正
面
玄
関
に

配
置
し
ま
し
た
。
窓
口
に
お
越
し

い
た
だ
い
た
方
の
手
助
け
に
な
れ

ば
と
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
ベ
ビ
ー
カ
ー
２
台
、

車
い
す
２
台
を
配
備
し
て
い
ま

す
。
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

庶
務
課 

管
財
係

☎ 

内
線 

３
３
４

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
が
始
ま
り
ま
す

　
８
月
29
日
㈭
か
ら
９
月
４
日
㈬

は
、「
全
国
一
斉
『
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
』
強
化
週
間
」
で
す
。

強
化
週
間
中
は
、
通
常
の
時
間
帯

を
延
長
し
て
、学
校
に
お
け
る
「
い

じ
め
」
や
家
庭
内
に
お
け
る
虐
待

な
ど
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

☎
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

（
全
国
共
通
・
無
料
）
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７

時
（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10

時
か
ら
午
後
５
時
） 

な
お
通
常

は
、
平
日
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
、
相

談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
法
務
局
飯
山
支
局
お
よ

び
飯
山
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
で
は
、
左
記
の
日
程
で
面
接

で
の
相
談
所
（
無
料
）
を
開
設

し
ま
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
日
時　

９
月
２
日
㈪ 

午
前
９
時
か
ら

正
午
ま
で

■
場
所

長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局

長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局

☎
�
２
３
０
２

9 月16 日は飯山駅に集合！ミニ新幹線の乗車体験や鉄
道模型の展示、運転シミュレーション体験、JR はたらく
くるまの展示・記念撮影会など、わくわくイベントが盛
りだくさん！詳細はお問い合わせください。

■日時　9月16日（月･ 祝）午前 10 から午後３時まで
■場所　JR 飯山駅・文化交流館なちゅら

飯山市の築 140 年の古民家を購入して、米国ニュー
ヨークから移住した高橋ハヤトさんを講師に迎え、

「田舎暮らしはラクじゃない ?! ～めんどくさがりや
の古民家移住体験談～」と題し、移住セミナーを東
京で開催します。また、飯山市建設業協会長である
江口信行さんから、古材をとりいれた住宅のリフォー
ム例などをお話いただきます。
■日時　9 月 14 日（土）
	 午後 12 時 30 分から午後 2 時 45 分まで
■場所　ＮＰＯふるさと回帰支援センター
	 東京都千代田区有楽町２-10- １
	 東京交通会館 ８階
移住セミナーの詳細・お申込みは移住定
住推進課までご連絡いただくか、「いいや
ま住んでみませんか？ 飯山市ふるさと回
帰支援センター」サイトをご覧ください。

ひとりで悩まず、
ご相談ください。

イベント当日は、JR 飯山駅千曲川口広場の一般送迎
駐車場を閉鎖しますので、代替駐車場（駅前臨時駐
車場）をご利用ください。
ご不便ご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力をお
願いします。

い い や ま 駅 ま つ り
～鉄フェス with信越自然郷～

移住セミナーを東京で開催します

ひきこもりで
お悩みの方へ

信越自然郷　飯山駅観光案内所　☎ 62-7000

移住定住推進課 移住定住係　☎ 内線 254・255

飯山市保健センター
☎ 内線 630

QR コードで
ホームページ
をチェック！

除
雪
作
業
員
を募

集
し
ま
す

■
作
業
内
容　

市
道
除
雪
作
業
及
び
道
路
施

設
等
修
繕
作
業
等

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
応
募
資
格　

65
歳
未
満
で
健
康
に
働
け
る

方
（
男
女
不
問
）

■
任
用
期
間

12
月
1
日
か
ら
翌
年
3
月
末

■
必
要
な
免
許
・
資
格

普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
大

型
特
殊
免
許
及
び
車
両
系
建

設
機
械
運
転
技
能
講
習
修
了

証
が
あ
れ
ば
な
お
可
）

■
応
募
期
間
お
よ
び
提
出
書
類

9
月
27
日
㈮
ま
で
に
、
自
筆

履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を
道

路
河
川
課
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
道
路
河
川
課
維
持

係
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

道
路
河
川
課 

維
持
係

☎
内
線
２
７
３

「ファイト！チームで100万歩」挑戦者募集 みゆき野スイーツまつり 同時開催！
や た ら 市 ２ ０ １ ９

イベント開催に伴う駐車場閉鎖のお知らせ

　市民の皆さんが、自分の歩数に関心を持ち、チー
ムでチャレンジすることで、楽しみながら取り組み、
健康づくりができることを目的に、『ファイト！チー
ムで 100 万歩』を実施します。期間中、連続する
30 日間の歩数を記録し、チームの合計歩数が 100
万歩以上を目指します。みごと “100 万歩達成 ” さ
れたチームには、市より賞品を進呈いたします！

■実施期間　９月２日㈪から 11 月１日㈮
■申込期間　８月 26 日㈪から９月 27 日㈮
■申込方法　保健福祉課・保健センター・各地区活性
化センターの窓口に設置してある申込書に必要事項を
記入して保健福祉課まで提出してください（事前の申
し込み必要）。チームは、３人１組・４人１組・5 人 1
組のいずれかとし、各チームとも先着 20 組の定員に達
し次第締め切ります。詳しくはお問い合わせください。

保健福祉課 健康増進係　☎内線 181･182･187

男
女
共
同
参
画

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

　

男
女
共
同
参
画
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

タ
ー
は
区
長
会
や
公
民
館
主
催
の

集
落
学
習
会
に
出
向
き
、
家
庭

や
地
域
で
身
近
に
感
じ
て
い
る
こ

と
を
地
域
の
方
と
語
り
合
い
な
が

ら
、
啓
発
推
進
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
と
し
て
、

誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る

た
め
に
、
ゆ
っ
く
り
、
楽
し
く
、

み
ん
な
で
一
緒
に
活
動
し
て
い
き

ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
あ
な
た
の
力
を

お
貸
し
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象

男
女
共
同
参
画
に
理
解
や
関

心
が
あ
り
、
積
極
的
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
方

■
募
集
人
数	

若
干
名

■
締
切
日	

９
月
17
日
㈫

■
任
期		

２
年
間（
令
和
元
年
10
月
1
日
～
）

人
権
政
策
課 

男
女
共
同
参
画
係 

☎
内
線
３
３
２

障
が
い
者
に

よ
り
多
く
の
働
く
機
会
を

　

令
和
元
年
度 

障
害
者
就
労
施

設
か
ら
の
調
達
方
針
を
作
成
し
ま

し
た
。
市
は
、
平
成
25
年
４
月
に

施
行
さ
れ
た
障
害
者
優
先
調
達

推
進
法
に
基
づ
き
、
令
和
元
年
度

の
障
害
者
就
労
施
設
等
か
ら
の
物

品
・
役
務
の
調
達
方
針
を
作
成
し

ま
し
た
。
障
害
者
優
先
調
達
推
進

法
は
、
障
が
い
者
の
経
済
面
で
の

自
立
を
進
め
る
た
め
、
国
や
地
方

公
共
団
体
が
率
先
し
て
障
が
い
者

就
労
施
設
等
か
ら
物
品
等
の
調
達

を
推
進
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

昨
年
度
は
清
掃
業
務
委
託
で
46
万

円
、
そ
の
他
業
務
・
物
品
購
入
等

で
１
２
０
万
円
、
合
計
１
６
６
万

円
の
調
達
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
度
調
達
方
針
は
、
障

が
い
者
就
労
施
設
等
か
ら
昨
年
度

実
績
を
上
回
る
物
品
・
役
務
の
調

達
を
進
め
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま

し
た
。「
ふ
っ
く
ら
工
房
ふ
る
さ
と
」

等
の
市
内
施
設
で
は
、
パ
ン
、
薪
、

雑
巾
等
の
製
作
・
販
売
の
ほ
か
、

施
設
清
掃
、
草
取
り
、
郵
便
物
の

封
入
等
の
作
業
も
行
っ
て
お
り
、

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
が
そ
の
特

性
や
能
力
に
応
じ
て
働
い
て
い
ま

す
。
市
の
発
注
に
よ
り
少
し
で
も

働
く
機
会
が
増
え
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

保
健
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

☎ 

内
線 

１
７
７

信
越
五
岳
ト
レ
イ
ル

ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ス
開
催

　

今
年
も
信
越
五
岳
を
舞
台
に
、

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ス
が

９
月
14
日
㈯
か
ら
16
日
（
月
・

祝
）
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
斑
尾

高
原
を
ス
タ
ー
ト
し
、
飯
綱
高
原

に
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
す
る
コ
ー
ス
は
飯

山
市
、
妙
高
市
、
信
濃
町
、
飯
綱

町
、
中
野
市
、
長
野
市
に
ま
た
が

り
、
日
本
で
１
、２
を
争
う
最
大

級
の
ト
レ
イ
ル
レ
ー
ス
と
な
り
ま

す
。
詳
細
は
大
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

商
工
観
光
課 

観
光
係

☎
内
線
２
１
３



15  市報いいやま / 19.8 14

I n f o r m a t i o nお 知 ら せ 飯 山 市 役 所 ☎ 6 2 - 3 1 1 1

※市ではこのコーナーの有料広告を募集しています。詳しくは事業戦略室情報政策係（内線 387）までお問い合わせください。

広
告
コ
ー
ナ
ー

※市ではこのコーナーの有料広告を募集しています。詳しくは事業戦略室情報政策係（内線 387）までお問い合わせください。

広
告
コ
ー
ナ
ー

あなたの出番です。
公益社団法人 飯山地域シルバー人材センター 高齢者活躍

人材確保育成事業℡ 0269-63-2915

会員募集

家にいるだけじゃもったいない。
シルバー人材センターでお仕事しませんか。
まずはお電話を。

◇原則 60 歳以上
◇働く意欲がある方
◇飯山市・木島平村に住所がある方

入会説明会
毎月第２水曜日
午後 1:30 ～

日本最長河川千曲川をカヌー・カヤックで下る「川ス
テージ」から始まり、里山の田園風景を自転車で駆け
る「里ステージ」を経て、360° の展望が見事な高社
山を目指す「山ステージ」まで、３つのアクテビティ
を楽しみながらフィニッシュを目指す環境スポーツイ
ベント、それがシートゥーサミットです。
■募集開始　8 月 26 日（月）10 時～

「参加したけどちょっと不安」という方、ご安心くだ
さい。川下り・自転車体験会を計画しています。詳し
くは信越自然郷アクティビティセンターホームページ
をご覧いただくかお電話でお問い合わせください。

花の寄せ植えやハンギング作品などの

出 展 者 を 募 集 し ま す
　愛宕町の雁木通りを花で華やかに演出し、イベン
トを盛り上げていただける市内外のグループや個人
の方々の出展を募集します。詳しくはお問い合わせ
ください。
■応募締切　9 月 13 日（金）

今年も市民の皆さんによる「寄せ植え」や「ハンギ
ング」など、愛宕町の雁木通りを中心に華やかに演
出します。当日は、さまざまな花のブース展示とあ
わせ、講習会や出店、ナイトガーデンなどが開催さ
れます。ご家族やお友達などお誘いあわせのうえお
出かけください。

広域観光推進室 広域観光係　☎内線 291

第
15
回
森
で
癒
す
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ

　

自
然
の
中
を
歩
き
、
森
に
ゆ
っ

く
り
と
包
ま
れ
た
時
間
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？
い
ろ
い
ろ
な
香
り

を
感
じ
、
い
ろ
い
ろ
な
木
や
野
草

に
出
会
い
、一
緒
に
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

■
日
程　

10
月
10
日
㈭
（
雨
天
中
止
、

希
望
者
の
み
小
雨
決
行
）

■
場
所　

神
の
森
（
小
菅
修
験
の
道
は
森

林
と
精
神
文
化
が
強
く
、
杉

の
木
に
包
ま
れ
て
過
ご
し
、
北

竜
湖
の
水
面
に
移
る
風
景
や

風
を
感
じ
て
み
ま
し
ょ
う
！
）

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

午
前
９
時
30
分
に
飯
山
市
役
所

出
発  

午
後
３
時
解
散
予
定

■
参
加
費

一
般
５
０
０
円
（
障
が
い
を
お

持
ち
の
方
３
０
０
円
）

■
持
ち
物　

運
動
に
適
し
た
服
装
、
ス
ニ
ー

カ
ー
な
ど
の
履
き
な
れ
た
靴
、

昼
食(

お
に
ぎ
り
・
水
分
・
マ

イ
コ
ッ
プ)

、
お
や
つ
、
帽
子
、

軍
手
、
タ
オ
ル
、
雨
具
等

■
定
員 

35
名

■
申
込
締
切 

10
月
５
日
㈯

い
い
や
ま
温
森
の
会

︵
担
当 

武
田
︶

☎
０
９
０-

７
８
４
８-

６
１
２
４

いいやま花フェスタ実行委員会（まちづくり課内） ☎内線 243

国
税
庁
経
験
者
採
用
試
験

を
ご
案
内
し
ま
す

　

国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、

税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
働

く
職
員
（
国
家
公
務
員
）
を
募
集

し
ま
す
。

■
受
験
資
格　

平
成
31
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
大
学
等
（
短
期
大
学
を
除

く
。）
を
卒
業
し
た
日
ま
た
は

大
学
院
の
課
程
等
を
修
了
し
た

日
の
う
ち
最
も
古
い
日
か
ら
起

算
し
て
８
年
を
経
過
し
た
者

■
試
験
日　

第
１
次
試
験
日　

令
和
元
年

９
月
29
日
㈰

■
試
験
地

第
１
次
試
験
地　

東
京
都

■
合
格
者
発
表
日

第
１
次
試
験
合
格
者　

令
和
元
年
10
月
23
日
㈬
午
前

９
時

■
採
用
予
定
数 

約
２
２
０
名

■
申
込
み
方
法
等

︻
原
則
︼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

次
の
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス
し
、

説
明
に
従
っ
て
入
力

http://w
w

w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

受
付
期
間
：
令
和
元
年
８
月

２
日
㈮
午
前
９
時
～
８
月
20

日
㈫[

受
信
有
効]

人
事
院
人
材
局
試
験
課

☎
０
３-

３
５
８
１-

５
３
１
１

内
線
２
３
３
３

■
お
問
い
合
わ
せ　

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

人
事
院
人
材
局
試
験
課　
　

☎
０
３-

３
５
８
１-

５
３
１
１

　

内
線
２
３
３
３

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時（
土・

日
曜
日
及
び
祝
日
等
の
休
日

は
除
く
。）

○
上
記
以
外
の
問
合
せ

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二

課
試
験
係

☎
０
４
８-

６
０
０-

３
１
１
１

　

内
線
２
０
９
７

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日

等
の
休
日
は
除
く
。）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

「
停
電
情
報
お
知
ら
せ
サ
ー
ビ
ス
」

の
お
知
ら
せ

　

中
部
電
力
で
は
、
電
気
に
関

す
る
様
々
な
情
報
を
お
届
け
す
る

「
停
電
情
報
お
知
ら
せ
サ
ー
ビ
ス
」

を
運
用
し
て
い
ま
す
。
自
宅
等
の

契
約
を
登
録
す
る
こ
と
で
、
契
約

単
位
で
停
電
・
復
旧
情
報
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
離
れ
て

暮
ら
す
ご
家
族
の
情
報
も
ピ
ン
ポ

イ
ン
ト
で
受
信
で
き
る
た
め
安
心

で
す
。
ま
た
、
停
電
地
域
を
マ
ッ

プ
上
で
色
付
け
表
示
し
、
状
況
確

認
が
分
か
り
や
す
く
な
り
ま
し

た
。
更
に
、
チ
ャ
ッ
ト
上
で
画
像

の
送
受
信
が
可
能
と
な
り
、
お
問

い
合
わ
せ
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
！

そ
の
他
に
も
便
利
な
チ
ャ
ネ
ル
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
ア
ク
セ
ス
し
、

無
料
で
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
！
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

中
部
電
力
㈱ 

長
野
支
社

☎
０
１
２
０-

９
８
５-

２
３
２

※ご利用可能な
iPhone の バ ー
ジョンは iOS10
以上となります

※ ご 利 用 可 能
な AndroidTM の
バ ー ジ ョ ン は
AndroidTM6.0 以
上となります

里
親
ひ
ろ
ば
を
開
催
し
ま
す

　

里
親
さ
ん
と
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
里
親
に
な
り
た
い
方
を
は
じ

め
、里
親
制
度
に
関
心
の
あ
る
方
、

関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。（
申
し
込
み
不
要
）

■
日
時　

９
月
25
日
㈬

正
午
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
場
所　

小
布
施
町
北
斎
ホ
ー
ル

■
内
容

里
親
さ
ん
に
よ
る
体
験
談
、
パ

ネ
ル
展
示
な
ど

長
野
県
児
童
相
談
所

広
域
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６-

２
３
８-

８
０
３
０

い い や ま 花 フ ェ ス タ SEA TO SUMMIT Ⓡ
C H I K U M A  R I V E R  ・ M t . K O S H A  2 0 19

（ モ ン ベ ル フ レ ン ド エ リ ア 信 越 自 然 郷 ）

千曲川・高社山大会 参加者募集

10/26SAT・27SUN
10 月14日㊏・15日㊐

第 19 回

愛宕町雁木通り

千曲川・高社山 検 索
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安心安全　　 消費生活 第33回 架空請求ハガキの特徴について
飯山市消費生活センター（市役所生活環境係内） ☎ 62-3111（内 192）

17  市報いいやま /19.8

架空請求ハガキにご注意ください
　飯山市内にも架空請求のハガキが届いています。
今回は、その特徴についてお知らせ致します。
　右のハガキは、架空請求ハガキの一例です。特
徴として、以下の３点があげられます。
特徴①　記載されている内容や相手方が「明確」
 でない。
　　　　→不安にさせる。
特徴②　訴訟、強制執行等の文言を用いている。
　　　　→プレッシャーを与える。
特徴③　相談できるとされる期日がせまっている。
　　　　→焦らせる。
　上記のような心理的状況を作り出し、記載され
た番号に電話をさせるという方法です。そして、電
話をしてしまうと、詐欺被害にあってしまうという
ケースが増えています。このようなハガキが届いて
も、記載された電話番号に電話せず、飯山市消費生
活センターまたは飯山警察署にご相談下さい。
※インターネットを使える方は、電話番号、機関等の名称
を検索ください。「詐欺」の番号や名称として掲載されて
いる場合があります。

広
域
情
報みゆき野かわら版

このコーナーでは、飯山
市と観光交流都市協定を
締結した都市の観光情報
をご紹介していきます。

観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報観 光 交 流 都 市 情 報

【お問合わせ】
　市民環境課生活環境係　☎623111内線192

特定消費料金未納に関する
訴訟最終告知のお知らせ

訴訟番号　（お）４１２
　この度、御通知致しましたのは貴方の利用されていた契約会

社、ないし運営会社から契約不履行による民事訴訟として、訴

状が提出されましたことを御通知致します。裁判取下げ最終期

日を経て訴訟を開始させて頂きます。尚、御連絡なき場合原告

側の主張が全面的に受理され執行官立ち合いの元、給料差押え

及び動産、不動産物の差押えを強制的に履行させて頂きますの

で裁判所執行官による執行証書の交付を承諾して戴く様お願い

致します。裁判取下げ等のご相談に関しましては当局にて承っ

ておりますので、職員までお問合せ下さい。

尚、書面での通達となりますのでプライバシー保護の為、ご本

人様からご連絡戴きます様お願い申し上げます。

※取下げ最終期日　令和元年〇月〇〇日

地方裁判所管理局
　お問合せ窓口　０３－６７０９－●●●●
　東京都千代田区霞が関 1-1-3　受付時間　9：00 ～ 19：00

鈴木　紗
さ え

依さん（右） 

島﨑 穂
ほ の み

乃実さん（左）

Ｅ (エ ) ネルギッシュな
Ｅ (イー ) ヤマの皆さんを 紹介します

E
イー

ひ　と
発見！
いいひと はっけん    ＃ 154

飯山地区

木島平村

鈴
木
さ
ん
は
、
甲
子
園
出
場

に
つ
い
て
、「
本
当
に
甲

子
園
行
け
る
の
？
」
と
い
う
感
じ

で
、
ま
だ
実
感
が
な
く
時
間
が

過
ぎ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
中
学

で
は
、
吹
奏
楽
部
だ
っ
た
と
い
う

鈴
木
さ
ん
。
テ
レ
ビ
の
熱
闘
甲
子

園
を
見
て
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
存

在
を
知
り
、
選
手
た
ち
の
苦
し
い

部
分
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。「
つ
ら
い
こ
と
も
あ
っ
た

け
ど
、
３
年
生
が
や
さ
し
く
チ
ー

ム
に
恵
ま
れ
た
。
チ
ー
ム
の
お
か

げ
で
楽
し
い
時
間
が
多
か
っ
た
。」

と
振
り
返
り
ま
す
。

島
﨑
さ
ん
は
、
甲
子
園
出
場

に
つ
い
て
、
取
材
に
訪
れ

る
大
勢
の
記
者
を
見
て
少
し
ず
つ

実
感
が
で
て
き
た
と
い
い
ま
す
。

飯
山
高
校
の
近
く
に
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
家
が
あ
り
、
遊
び
に
行
く
と

朝
早
く
か
ら
「
カ
キ
ー
ン
」
と
い

う
バ
ッ
ト
の
心
地
よ
い
音
が
よ
く

聞
こ
え
、
そ
の
音
が
好
き
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
ご
両
親
が
野
球

が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
な
っ
た
き
っ
か
け

の
一つ
で
す
。「
必
要
と
さ
れ
る
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
だ
っ
た
か
疑
問
だ
け

ど
、
紗
依
ち
ゃ
ん
が
助
け
て
く
れ

た
。
ま
た
、
チ
ー
ム
の
み
ん
な
が

何
気
な
く
か
け
て
く
れ
る
、
あ
り

が
と
う
の
言
葉
に
元
気
づ
け
ら
れ

た
。」
と
話
し
ま
す
。

チ
ー
ム
の
目
標
は
、
甲
子
園

一
回
戦
突
破
。
全
員
野
球

で
楽
し
み
な
が
ら
、
全
力
で
プ

レ
ー
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の

が
２
人
の
願
い
で
す
。（
７
月
に
取
材
）

第101回全国高校野球選手権大会 
長野大会で初優勝し、「雪国から甲
子園へ」の夢を果たす快挙となっ
た飯山高校野球部。３年生マネー
ジャーの２人にお話を伺いました。

■開催期間　 11 月４日（月）まで
■開館時間　 午前９時～午後４時
■休館日　 木曜日
■入館料　 大人 300 円　小中学生 150 円
■お問い合わせ　 日本スキー博物館　☎ 0269-85-3418

日本のスキー発祥と
なったレルヒ少佐のス
キー講習以来、日本・
オーストリア両国間に
長年培われてきた友情
とその絆を紹介します。

※アプリの使用料は無料で
すが、通信費は各回線ごと
のご負担となります。※広告
表示されますが、飯山市と
は何ら関係ありません。

ダウンロードはこちら

世界の若手女子テ
ニスプレイヤー達
の登竜門の一つと
して、国内外から選
手が和倉温泉のテ
ニスコートに集結
します。観戦無料！

■日　時　　　  8 月 25 日（日）～ 9月 1日（日）
■会　場　　　  和倉温泉運動公園テニスコート
■お問い合わせ　七尾市商工観光課 ☎ 0767-53-8424

■日　時 　令和元年8月16日（金）・17日（土）
 　午後3時～午後8時
■会　場 　JR飯山線森宮野原駅前駐車場特設会場
 　（入場無料、森宮野原駅の目の前！）
■駐車場　栄村役場駐車場 /会場まで徒歩約4分
☆地元の人らによる個性豊かな露天、ブースが数多く出店！
☆浴衣特典を今年もやります！浴衣来場者へささやかな特典（数量限定）
☆ JR飯山線森宮野原駅前だから電車やバスでのアクセスも安心！

野　沢
温泉村

 栄
　  村

木 島
平 村

　1351mの高社山山頂から360度の
大展望を楽しみませんか。やまびこの
丘公園・望郷にこにこファーム・ホテ
ルパノラマランド木島平よりシャトルバ
スが出ますので、各施設のフロント・
受付までお申し付けください。

■運行日等　８月10日㈯～15日㈭／９月14日㈯～16日（月・祝）
／９月21日㈯～23日（月・祝）／　10月12日㈯～14日（月・
祝）／10月19日㈯～20日㈰【時間：午前９時～午後４時30分】
■料金　【往復】大人（中学生以上）930円
           子ども（小学生以上）510円
■お問い合わせ　木島平観光株式会社　☎0269-82-3434

行政情報アプリ「マチイロ」もう使ってい
ますか。スマホやタブレットでいつでもど
こでも「広報飯山」を見ることができます。
まだ、ご使用になられてない方はこの機会
にぜひインストールをしてみてください。

■お問い合わせ 飯山市役所事業戦略室情報政策係☎62-3111内線 387

高社山展望山頂リフト

第3回さかえ夏まつり

オーストリア・日本友好150周年記念特別展
スキーの絆

能登和倉
国際女子オープンテニス2019

石川県  七 尾 市

広報紙への広告掲載
募 集 し て い ま す
〇規格等
　紙面の下段　１色刷り（白黒）１枠当たり縦46ｍｍ、
横86ｍｍ（2枠一括掲載も可能）
掲載期間は１月単位とし、最長６月
〇広告料
　１枠当たり月額5,000円（税別）同一内容で６月引き続
いて掲載する場合は、１枠当たり25,000円（税別）
　詳しくはホームページをご覧いただくか、お問い合わせ
ください。
■お問い合わせ　事業戦略室　62-3111（内線387）

特徴①

特徴①

特徴②

特徴②

特徴③

特徴①

この度、御通知致しましたのは貴方の利用されていた契約会

社、ないし運営会社から契約不履行による民事訴訟として、訴社、ないし運営会社から契約不履行による民事訴訟として、訴

状が提出されましたことを御通知致します。裁判取下げ最終期

特定消費料金未納に関する

日を経て訴訟を開始させて頂きます。尚、御連絡なき場合原告

及び動産、不動産物の差押えを強制的に履行させて頂きますの

※取下げ最終期日　令和元年〇月〇〇日
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※掲載期間は６ヵ月間。市民環境課生活環境係（☎ 62-3111 内線
　192）まで連絡いただくと、掲載品登録者を紹介しますので、当
　事者間で交渉をしてください。なお、品物の引き渡し後に生じた
　問題は当事者間で解決してください。
　市民環境課ホームページでも写真入りで掲載しています。

市民環境課生活環境係

◆譲ってください（無料）
ブルーヒーター①　自転車（大人用）①　パラボラアンテナ①
エレキギター①　薄型テレビ（32 インチ）①　シニアカー①
ＭＤメディア　男女学生服　子ども服　男女用ランドセル
波トタン　大人用スキーウェア②　着物　車イス①（有料可）

事故発生件数 死　者 傷　者
7月末 27 0 40
前年同期 17 0 21

　　交通安全の標語 ： 思いやり  乗せて信濃路  咲く笑顔

POLICE

Data file

◆譲ります（有料）
乗用トラクター前輪タイヤ②　三輪車①   介護ベッド①　

　（ひとこと）
　ごみ減量推進月間（7月）にご協力いただき、ありがとうござ
いました。引き続き、ごみ減量への取り組みをお願いします。

施設名（地区名） 測定日 天候 測定区分 測定値
飯山市役所（飯山） 7/31（水） 晴 1m 0.04μSv

（旧）岡山小学校（岡山）7/31（水） 晴 1m 0.05μSv

燃えるごみ 燃えないごみ 計 プラスチック
7月 429㌧ 30㌧ 459㌧ 13㌧

前年同月比 100％ 115％ 101％ 100％

ＡＣ電源

乾電池

録音

録音 再生

緊急音量解除

大小

音量
・

・ ・

・
・

・

・
・

・

防災ナビ

飯山市 木島平 野沢温泉 栄 応援協定区域 管轄外 計
火  災 0 0 0 0 0 0 0 件
救  助 0 0 0 1 0 0 1 件
救  急 109 17 18 11 4 0 159 件
　　今月の標語： つけた火は　責任持ちます　わたしの火

岳北消防本部
　出場件数【7 月】

飯山市内の
　交通事故件数（1 月から累計）

エコパーク寒川
　　　ごみ処理量

飯山市の気象【7 月】
平 均 気 温 23.9℃ （+0.6℃）※データは長野地域

気象観測月報による。
観測地点は飯山地域
気象観測所（小沼）。
（　）内は平年比。

最高平均気温 28.9℃ （+0.2℃）
最低平均気温 20.2℃  （+1.0℃）
日照時間月計 135.4 時間 （85％）
降 水 量 月 計 130.5 ｍｍ （86％）

Data fileata fileata file飯山市の人口と世帯　 （ 7 月 31日現在 ）
総人口
20,818人
（ー37人）

男
10,125人
（ ー 20人）

女
10,693 人
（ ー 17人）

世帯数
8,052
（ － 6）

出生：14人　死亡：32人　転入：30人　転出：49人
（　）内は前月との増減。住民基本台帳による

利融通情報（不用品の交換）
◆譲ります（無料）
学習机セット①　食器棚①　整理タンス①　A型ベビーカー①
湯沸器①　漬物桶⑥　自転車ｼﾞｭﾆｱ用①　自転車ｷｯｽﾞ用①
ポータブルトイレ①

市内空間放射線量測定値
　7月中の市内空間放射線量測定値を公表します。測定結果は、ホー
ムページで確認できます。

C
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幼児健診 防接種 会場：飯山市保健センター ☎ 62-3111 内線 181・174乳 予

日　時：9月 6日㈮  14:00 開始
対象者：平成 31年 4月生まれ

受付：13:00 ～ 13:30

ママサポートプログラム
対象者：出産後 ～ 生後 1歳までのお子さんをお持ちの
　　　　お母さん（お誕生日月の月末まで参加できます）
         　  （申込不要  ※母乳相談は予約が必要です。）

9月
mamaとbaby
のしあわせトーク

ママのリラックス
ストレッチ

病気とホーム
ケア

健康相談
母乳相談

4日㈬ 11日㈬ 18日㈬ 25日㈬

乳幼児健診

離乳食教室

予防接種

　　いいやま愛（i）ナビをご活用ください　☆予防接種スケジュール自動作成機能搭載など子育てに役立つ情報が満載
いいやま愛（i）ナビ 検 索
　または右のQRコードから

9月

2か月児ママの会

受付：13:15 ～ 13:50

時間：9:30 開場  10:00 ～ 11:30

日　時：9月 27日㈮    14:00 ～ 15:30
対象者：令和元年 7月生まれ
その月に、生後 2か月になるお子さんをお持ちのお母さんの
ための会です♪対象者にはお知らせが届きます。　

康
健

い

ま

い

や

持 ち 物 ：母子健康手帳、予診票（記入を忘れずに）
◆四種混合
　接 種 日：9月 3日 ㈫
　対 象 者： H24.3.5 生～Ｒ 1.6.4 生
◆日本脳炎
　接 種 日：9月 12日 ㈭
　対 象 者： H24.3.14 生～H28.9.13 生

18日㈬

【
お
問
合
わ
せ
】
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健
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８
７

　

長
野
県
の
食
塩
摂
取
量
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の

男
性
全
国
３
位
、
女
性
全
国
１

位
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
こ
の
北

信
地
域
は
県
下
で
も
と
て
も
多

い
状
況
で
す
。
ま
た
、
長
野
県

は
野
菜
摂
取
量
日
本
一
で
す
が
、

年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
特
に

若
い
世
代
や
働
き
盛
り
世
代
で

の
不
足
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
北
信
地
域
で
は
こ
う
し

た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
「
減
塩
」

と
「
野
菜
摂
取
量
増
加
」
を
推

進
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
年

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
減
ら
そ
う
塩
分
】

○
な
ぜ
塩
分
の
と
り
過
ぎ
は

　
　
　
　
　
　
よ
く
な
い
の
？

　

食
塩
を
摂
り
す
ぎ
る
と
、
体

は
水
分
を
取
り
込
ん
で
、
血
液

中
の
塩
分
濃
度
を
薄
め
て
元
に

戻
そ
う
と
し
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
に
よ
っ
て
増
え
た
血
液
を

全
身
に
循
環
さ
せ
る
に
は
心
臓

か
ら
の
強
い
圧
力
が
必
要
と
な

り
、
結
果
、
血
圧
が
上
昇
し
、

心
臓
に
も
大
き
な
負
担
が
か
か

り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な

状
態
が
長
く
続
く
と
、
次
第
に

血
管
の
弾
力
が
失
わ
れ
脳
卒
中

や
心
筋
梗
塞
な
ど
を
引
き
起
こ

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

○
塩
分
を
控
え
る
３
つ
の
コ
ツ

コ
ツ
①
漬
物
は
量
も
回
数
も

　
　
　
　
　
　
　
　

控
え
め
に

　

漬
物
は
お
か
ず
と
し
て
で
は

な
く
、
小
皿
に
取
り
分
け
て
箸

休
め
と
し
て
食
べ
る
の
が
お
ス
ス

メ
で
す
。

コ
ツ
②
味
付
け
は
表
面
だ
け
に

　

舌
は
表
面
の
味
を
感
じ
や
す

い
の
で
、
中
ま
で
塩
分
を
染
み

込
ま
せ
な
く
て
も
お
い
し
く
食

べ
ら
れ
ま
す
。
煮
物
を
作
る
と

き
は
出
汁
で
煮
込
み
、
最
後
に

し
ょ
う
ゆ
な
ど
を
プ
ラ
ス
。
肉

じ
ゃ
が
な
ど
は
最
初
に
素
材
を

炒
め
る
、
少
し
冷
め
て
か
ら
味

付
け
す
る
な
ど
の
工
夫
を
す
る

と
、
塩
分
が
染
み
込
み
に
く
く

な
り
ま
す
。

コ
ツ
③
お
惣
菜
や
コ
ン
ビ
ニ

　
　
　

弁
当
を
食
べ
る
時
は
…

　

付
属
の
調
味
料
（
ソ
ー
ス
や

し
ょ
う
ゆ
等
）
や
漬
物
、
佃
煮

な
ど
を
控
え
る
だ
け
で
大
幅
に

減
塩
で
き
ま
す
。

【
増
や
そ
う
野
菜
】

○
野
菜
を
食
べ
る
と

　
　
　
い
い
こ
と
た
く
さ
ん
！

　

野
菜
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
類
や

カ
ル
シ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
、
食

物
繊
維
な
ど
体
調
を
整
え
、
生

活
習
慣
病
を
予
防
す
る
栄
養
素

が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

特
に
カ
リ
ウ
ム
は
塩
分
の
排
出

を
促
し
、
血
圧
を
正
常
に
保
つ

働
き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
野

菜
は
脂
肪
分
を
ほ
と
ん
ど
含
ま

ず
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
の
で
肥
満

や
糖
尿
病
の
予
防
に
も
役
立
ち

ま
す
。

○
野
菜
は
１
日
３
５
０ｇ

　
　
　
　
　
　
以
上
を
目
標
に

　

野
菜
３
５
０
ｇ
の
目
安
は
、

生
野
菜
な
ら
両
て
の
ひ
ら
３
杯

分
（
緑
黄
色
野
菜
１
杯
、
淡
色

野
菜
２
杯
）。
野
菜
料
理
な
ら
小

鉢
サ
イ
ズ
の
お
皿
で
１
食
に
１

〜
２
皿
、
１
日
に
５
〜
６
皿
分

で
す
。
北
信
地
域
は
お
い
し
い

野
菜
の
産
地
で
す
。
旬
の
お
い

し
い
北
信
州
の
野
菜
を
塩
分
控

え
め
で
た
っ
ぷ
り
食
べ
ま
し
ょ

う
。

減
ら
そ
う
塩
分
　
増
や
そ
う
野
菜

夏の火の用心

　
「
火
の
用
心
」
と
聞
く
と
冬
の

季
節
を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
の
季
節
は
夏
の

レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
花
火
な
ど
火
を
使
う
機
会
が

多
く
な
る
た
め
、
ち
ょ
っ
と
し

た
気
の
緩
み
が
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
一
転
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う

注
意
点
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

▽
花
火
遊
び
は
必
ず
大
人
が
付

き
添
い
、
浴
衣
姿
は
火
に
注
意

　

手
持
ち
花
火
が
噴
射
し
て

肌
に
当
た
っ
た
り
、
ね
ず
み
花

火
が
サ
ン
ダ
ル
と
脚
と
の
間
に

入
っ
た
り
し
て
火
傷
を
し
た
り
、

お
も
ち
ゃ
の
打
上
げ
花
火
が
直

撃
す
る
事
故
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
必
ず
大
人
が
付
き
添
い
、

火
の
危
険
性
を
教
え
、
着
火
用

の
ラ
イ
タ
ー
は
子
ど
も
の
手
の

届
か
な
い
と
こ
ろ
で
管
理
し
、

子
ど
も
だ
け
で
は
遊
ば
せ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
浴
衣
は
綿
素
材
の
も

の
が
多
く
、
火
が
つ
く
と
一
気

に
燃
え
上
が
り
ま
す
。
花
火
や

ろ
う
そ
く
を
使
う
場
所
で
は
袖

や
裾
な
ど
が
火
に
触
れ
な
い
よ

う
に
、
火
と
の
距
離
に
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
火
起
こ
し

等
に
使
う
着
火
剤
。
揮
発
性

が
あ
る
た
め
、
つ
ぎ
足
し
厳
禁

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
火
起
こ
し

で
重
宝
す
る
の
が
着
火
剤
で

す
。
こ
の
着
火
剤
を
火
が
弱
く

な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
継
ぎ

足
す
こ
と
は
非
常
に
危
険
で

す
。
着
火
剤
は
揮
発
性
が
高

く
引
火
し
や
す
い
メ
チ
ル
ア
ル

コ
ー
ル
が
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、

途
中
で
継
ぎ
足
す
と
大
き
な
炎

が
上
が
っ
た
り
、
爆
発
す
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
使

用
後
は
ふ
た
を
あ
け
た
ま
ま
火

の
近
く
に
放
置
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　

正
し
い
火
の
取
り
扱
い
を
し

て
、残
り
少
な
い
夏
の
レ
ジ
ャ
ー

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

4 カ 月 児 9月　4日 ㈬ 平成 31年　4月 生まれ
10 カ 月 児 9月 11日 ㈬ 平成 30年 9・10 月 生まれ
1歳6カ月児 9月 18日 ㈬ 平成 30年　2月 生まれ
2 歳 児 9月　9日 ㈪ 平成 29年　8月 生まれ
3 歳 児 9月 25日 ㈬ 平成 28年　8月 生まれ

「
ひ
く
シ
オ
た
す
ベ
ジ
北
信
州
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！
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。　　
　　　

1 日 第 39回北信選抜中学校バスケットボール大会（城南中体育館）

2 月 市議会 招集・議案上程（予定）

3 火
4 水
5 木 第 28回飯山市民健康づくりマレットゴルフ大会（長峰マレットゴルフ場）

6 金
7 土 第 70回東海５県大会及び第 15回五味博一旗（北信大会）（市営球場）

8 日 信越連盟春季大会本戦（市営球場）

9 月
10 火 市議会 一般質問（予定）

成年後見制度に関する相談会【右記参照】

11 水 市議会 一般質問（予定）

12 木 市議会 一般質問（予定）

13 金 市議会 予算決算常任委員会（予定）

14 土 信越五岳トレイルランニングレース【16日まで】【12㌻参照】

15 日 第 30回飯山市ジュニアクロスカントリー大会（多目的グラウンド）

16 月 いいやま駅まつり【12㌻参照】

17 火 市議会 予算決算常任委員会（予定）

18 水 市議会 予算決算常任委員会（予定）

19 木 市議会 予算決算常任委員会・総務文教・産業民生常任委員会（予定）

20 金 総合相談【右記参照】

21 土
22 日 第 7回北信州ハーフマラソン大会（飯山市・野沢温泉村・木島平村）

23 月 飯水岳北健全育成剣道大会（トピアホール）
審判講習・技術講習会（バスケットボール）（城南中体育館）

24 火 成年後見制度に関する相談会【右記参照】

25 水 市議会 本会議・採決（予定）
もの忘れ相談会 13：30～ 15：30（飯山市福祉センター）（要予約）

26 木 出張年金相談会 10：00～ 15：00（飯山商工会議所）（要予約）

27 金 廃食用油・古着の回収 9：00～ 11：00（市役所西側車庫）

28 土
29 日 東北信ブロック新人大会（市営球場）

体協まつり（市民体育館ほか）

30 月

総合相談
　婦人相談や、人権・家庭相談、
行政相談、経営法律相談など無
料でご相談いただけます。
【相談日時】
 9月 20日 ㈮　9:00 ～ 15:00
 （11:00 ～ 15:00 は弁護士によ
　る無料法律相談、経営法律相
　談があります）
【会　場】飯山市福祉センター（本町）
【問合先】飯山市社会福祉協議会
　　　　　  ☎ 62-2840

情報カレンダー9 月
９月の税金など
（納期限 9月 30日）

口座振替日 9 月 26日 ㈭

国 民 健 康 保 険 税 ・・・3期

介 護 保 険 料 ・・・6期

後期高齢者医療保険料 ・・・3期

上 水 区 域
上 下 水 道 使 用 量 ・・7.8月分

CATV、インターネット使用料 ・・・9月分

◇人権擁護委員による人権相談
　毎週月曜日、隔週水曜日
   9：00～ 12：00 
　法務局飯山支局 ☎ 62-2302
◇家庭児童相談・教育相談
　月～金曜日（祝日除く）
  教育委員会事務局  家庭児童・教
  育相談室（市役所１階）
◇女性相談　
　月～金曜日（祝日除く） 
　人権政策課男女共同参画係
（相談専用電話番号 080-1080-9924）
◇心配ごと相談　
　毎週水曜日 9:00 ～ 12:00
   飯山市福祉センター（要予約）
◇人権福祉総合相談
　月～金曜日（祝日除く）
　8:30 ～ 17:00
　いいやま人権福祉センター
◇いじめ電話相談
　月～金曜日（祝日除く）
　９:00 ～ 17:00
　☎62-3111 内線100（いじめ相
   談専用）　飯山市教育委員会
◇成年後見制度に関する相談会
　【日時】 9月 10日・24日 9:30 ～ 11:30
　【会場】飯山市福祉センター
　【問合先】北信圏域権利擁護センター
　　　　☎ 0269-26-2266

土曜日の証明窓口
【発 行 日】
　毎週土曜日（ただし祝日を除く）
【受付時間】
　8:30 ～ 12:00
【発行できる証明の種類】
　・住民票の写し
　・戸籍の謄・抄本
　・印鑑登録証明書
【受付窓口】
　市役所 1階  市民環境課窓口

21 市報いいやま /19.8

北信地域求人情報　8月分
掲載する情報を「求人情報」のみにしぼり、
飯岳地域一帯の情報を掲載しています。

職　　種 数 年　齢 賃金（万円） 事業内容 就業場所

モニター開発 1 59歳以下 19.8 ～ 22.0 他に分類されない小売業 飯 山 市

調理師または栄養士 1 64歳以下 19.0 ～ 22.5 他に分類されない事業サービス業 栄 村

きのこ収穫作業員 5 不　問 16.0 ～ 23.0 その他の食料品製造業 飯 山 市

タクシー・バスドライバー 1 不　問 20.0 ～ 37.0 一般乗合旅客自動車運送業 野沢温泉村

大型運転手 1 59歳以下 30.0 ～ 33.0 一般貨物自動車運送業 飯 山 市

建築設計・管理 1 40歳以下 18.0 ～ 30.0 一般土木建築工事業 野沢温泉村

接客販売、品出し・発注 1 59歳以下 14.0 ～ 14.0 その他の各種商品小売業 飯 山 市

美容師、美容師アシスタント 1 44歳以下 15.2 ～ 40.0 美容業 飯 山 市

ルーム係及び業務全般 3 不　問 15.6 ～ 19.5 旅館、ホテル 野沢温泉村

建設コンサルタント技術者 1 64歳以下 20.0 ～ 30.0 土木建築サービス業 飯 山 市

修理サービス担当 1 44歳以下 16.0 ～ 30.0 電子デバイス製造業 木 島 平 村

調理員 1 59歳以下 17.5 ～ 20.5 老人福祉・介護事業 木島平村

ケアマネージャー 1 64歳以下 24.5 ～ 25.5 老人福祉・介護事業 飯 山 市

訪問介護職員 1 64歳以下 18.7 ～ 20.7 老人福祉・介護事業 飯 山 市

営業 2 45歳以下 21.0 ～ 35.0 産業用機械器具賃貸業 北信地域

セルフガソリンスタンドの接客スタッフ 2 不　問 時給910円 燃料小売業 飯 山 市

飲食店において接客及び製造 5 不　問 時給920円 すし店 飯 山 市

訪問介護 1 不　問 時給910円 老人福祉・介護事業 飯 山 市

調理補助 1 64歳以下 時給850～ 950円 他に分類されない事業サービス業 飯 山 市

販売員（青果） 1 不　問 時給870円 百貨店・総合スーパー 飯 山 市

きのこ収穫・包装作業員 5 不　問 時給830～ 1,000 円 その他の食料品製造業 飯 山 市

ルーム係・館内清掃 2 不　問 時給900～ 1,000 円 旅館、ホテル 野沢温泉村

おやきの製造 2 不　問 時給900～ 1,000 円 その他の食料品製造業 飯 山 市

ルーム係及び業務全般 3 不　問 時給900～ 1,000 円 旅館、ホテル 野沢温泉村

フェイシャルエステティック 2 不　問 時給821円 医薬品・化粧品小売業 飯 山 市

調理員 1 不　問 時給900円 老人福祉・介護事業 木島平村

弁当製造 3 不　問 時給850～ 900円 パン・菓子製造業 木島平村

訪問介護職員 2 64歳以下 時給 1,100 円 老人福祉・介護事業 飯 山 市

日配食品の商品陳列、発注業務 1 不　問 時給850円 各種食料品小売業 飯 山 市

介護職員 2 不　問 時給1,000 ～ 1,300 円 老人福祉・介護事業 栄 村

飯山市国際交流員
リアンの

⑨
北信地域求人情報

ハローワーク

こんにちは、無事に一年間の飯山冒険をしたリアンです！
◇飯山での１年間を振り返って
　2018年 8月 1日から飯山市国際交流員として働き始
め、あっという間に 1年が過ぎました。この１年は新
しい経験ばかりでした。初めて一人で日本に来て、社
会人になって生活する等、不安もたくさんありました。
でもそれより、楽しい思い出のほうがずっと多いです。
　その中でも一番の思い出は、初めて雪国で生活する
ことでした。毎日まるで絵のような景色を見られて、
本当に飯山に来てよかったと思います。ここからまた
飯山の四季を経験することができるのは嬉しいけど、
暑いのがやはり苦手なので、今は雪が降る季節がくる
ことをとても楽しみにしています ( 笑 )。
◇８月といえば・・・
　8月は私が飯山に来て１年の記念ですが、実は私の
誕生月でもあります！去年は日本に来たばかりで、そ
して初めて家族や友達と離れて過ごした誕生日だった
から、少し寂しい思いがありました。しかし、今年は
飯山で出会った皆さんと一緒に過ごせるので、とても
嬉しいです！
　ケーキは誕生日に欠かせないものですよね！日本の
定番はやはりいちごのショートケーキでしょうか？私
の家族はよくマンゴーをのせたケーキを食べました。
実は中国では誕生日に麺を食べる習慣があって、長い
麺を食べると長生きできるという意味があります。そ
して同じ長生きの意味で中国や香港人はよくお年寄り
の誕生日に「壽桃 ( ショウ・タオ )」というパンを食べ
ます。「壽桃」はハスの実で作ったあんが入っている桃
の形をしたおいしいパンです。日本も似たようなもの
がありますか？
　この 1年間の様々な経験を通して、私自身も少しで
も成長できていればいいですし、これからはもっと頑
張りたいと思います。今年もよろしくお願いいたしま
す。それでは、また次回のコラムでお会いしましょう！

■有効求人倍率（　）内は前月（※臨時・季節求人を除く）
　　全　数　　　　　  5 月　1.28 倍（1.28）
　　うち常用・パート  5 月　1.27 倍（1.28）
■お問い合わせは　飯山公共職業安定所　☎ 62-8609

全国版インターネットサービスのご利用を
インターネットで日本全国のハローワークの  
求人情報を下記のアドレスから検索できます。

https://www.hellowork.go.jp

(。・ω・)ゞ1年を振り返る　編
るんるん♪飯山大冒険♪



　

６
月
29
日
市
公
民
館
講
堂
に

お
い
て
元
テ
レ
ビ
東
京
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
茅
原
ま
す
み
さ
ん
を
講
師

に
「
ス
イ
ッ
チ
の
切
り
替
え
が
大

切
〜
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
考

え
る
〜
」
と
題
し
て
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
要
旨
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
私
は
テ
レ
ビ
東
京
へ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
志
望
で
入
社
し
た
が
、
ま

ず
、
報
道
部
に
配
属
さ
れ
、
政
治

取
材
の
記
者
と
な
っ
た
。
子
ど
も

が
生
ま
れ
て
か
ら
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

に
な
る
と
い
う
め
ず
ら
し
い
経
歴

を
持
っ
て
い
る
。
■
平
成
３
年
１

月
、報
道
記
者
を
し
て
い
る
時
に
、

当
時
、
社
会
党
の
党
首
だ
っ
た
土

井
た
か
子
さ
ん
を
取
材
す
る
中
で

湾
岸
戦
争
直
前
の
イ
ラ
ク
に
行
っ

た
経
験
が
あ
る
。
帰
国
後
に
戦
争

に
な
り
、
自
分
の
泊
ま
っ
て
い
た

ホ
テ
ル
も
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
っ
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い
き
い
き
男
女
共
同
参
画

〜
男
女
共
同
参
画
週
間
講
演
会
・

　
　
い
い
や
ま
女
性
セ
ン
タ
ー
未
来
文
化
講
演
会
よ
り
〜

て
い
た
。
世
界
は
自
分
達
か
ら
遠

い
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
く
近

く
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し

た
。
■
夫
は
フ
ジ
テ
レ
ビ
で
「
と

く
ダ
ネ
！
」
に
出
演
し
て
い
る
笠

井
信
輔
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
３
人
の

男
の
子
の
育
児
を
経
験
し
て
い

る
。
■
言
葉
と
い
う
の
は
非
常
に

大
事
で
、
自
分
の
子
ど
も
３
人
を

「
第
一
王
子
、
第
二
王
子
、
第
三

王
子
」
と
呼
ん
で
み
た
ら
、
ど
ん

な
事
が
起
き
て
も
、「
王
子
」
だ

か
ら
と
思
う
と
怒
り
に
任
せ
て
子

ど
も
を
叱
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た

経
験
が
あ
る
。
■
子
育
て
に
つ
い

て
、
父
親
に
は
赤
ち
ゃ
ん
の
頃
か

ら
「
だ
っ
こ
」
を
し
て
あ
げ
て
ほ

し
い
。
そ
う
し
な
い
と
一
生
「
だ
っ

こ
」
で
き
な
く
な
る
。
里
帰
り
出

産
は
父
親
が
子
育
て
を
一
緒
に
し

て
い
く
意
識
を
薄
め
て
し
ま
う
の

で
私
は
反
対
だ
。
■
「
し
あ
わ
せ
」

と
い
う
言
葉
、
言
葉
に
は
力
が
あ

る
。「
し
あ
わ
せ
」
と
口
に
出
し
て

み
る
こ
と
で
幸
福
は
実
現
す
る
と

思
う
。
子
ど
も
の
前
で
「
し
あ
わ

せ
」
と
つ
ぶ
や
い
て
い
た
ら
家
族

皆
で
言
い
あ
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

皆
さ
ん
も
是
非
試
し
て
ほ
し
い
。

▽
講
演
の
中
か
ら
、
ほ
ん
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
気
づ
き
に
教
え
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
と
が
り
保
育
園
長
　
増
山
恵
美
子

　

初
夏
に
な
る
と
保
育
園
で
は
水
・

ど
ろ
ん
こ
遊
び
が
始
ま
り
ま
す
。

　

あ
る
日
、
３
歳
児
の
Ａ
君
は
友

達
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
、
ク
ラ
ス
の

友
達
が
外
へ
出
か
け
て
も
部
屋
の

隅
で
泣
い
て
い
ま
し
た
。

　

泣
き
止
ん
だ
頃
、
訳
を
聞
き
、

庭
へ
誘
い
ま
す
が
、一旦
す
ね
て
し

ま
っ
た
Ａ
君
は
き
っ
か
け
が
つ
か
め

ず
廊
下
か
ら
友
達
を
見
た
り
絵
本

を
読
ん
だ
り
し
て
過
ご
し
、
ど
ろ

ん
こ
遊
び
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

お
昼
に
な
り
、
皆
が
給
食
の
用

意
を
す
る
中
、
ま
た
Ａ
君
は
ぐ
ず

り
だ
し
ま
し
た
。「
食
べ
な
い
！
」

と
絵
本
コ
ー
ナ
ー
へ
入
っ
て
し
ま
っ

た
彼
を
見
た
Ｍ
ち
ゃ
ん
が
、「
お
庭

へ
行
か
れ
な
か
っ
た
か
ら
じ
ゃ
な

い
？
」
と
私
に
言
い
ま
し
た
。
３
歳

の
子
が
、
友
達
の
泣
く
姿
や
表
情

か
ら
相
手
の
心
情
を
察
し 

、
言
葉

で
伝
え
て
く
れ
た
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。

　

１
歳
児
ク
ラ
ス
で
は
日
々
泣
き

声
が
聞
こ
え
ま
す
。

　

眠
い
、
お
腹
す
い
た
、
使
っ
て
い

た
お
も
ち
ゃ
が
な
く
な
っ
た
、
マ
マ

に
会
い
た
い
、
言
葉
で
言
え
な
い
１

人 権
学習シリーズ

歳
さ
ん
は
何
で
も
泣
い
て
訴
え
ま

す
。す
る
と
Ｈ
ち
ゃ
ん
が
走
り
寄
り
、

泣
い
て
い
る
子
の
頭
を
撫
で
て
く
れ

ま
す
。

　
（
い
い
こ
、
い
い
こ
、
泣
か
な
い
の
）

そ
れ
を
見
た
Ｋ
君
も
や
っ
て
き
て
顔

を
覗
き
込
み
（
ど
う
し
た
？
）
と

頭
を
撫
で
ま
す
。

　

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
も
周
り
の

人
の
様
子
を
み
て
気
持
ち
に
寄
り

添
っ
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
光
景
が
保

育
園
に
は
多
々
あ
り
、
保
育
士
の

感
動
を
誘
い
ま
す
。

　

保
育
士
の
姿
や
言
動
が
子
ど
も

の
手
本
と
な
る
こ
と
も
心
に
止
め
、

ま
ず
自
分
を
大
切
に
す
る
子
、
そ

し
て
周
り
の
人
に
心
を
寄
せ
ら
れ

る
気
持
ち
を
育
め
る
よ
う
、
日
々
の

保
育
に
人
権
意
識
を
忘
れ
ず
子
ど

も
と
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す

　

7
月
12
日
、
城
南
中
学
校
と

城
北
中
学
校
で
、
平
和
学
習
の

一
環
と
し
て
、
阿
智
村
に
あ
る
満

蒙
開
拓
平
和
記
念
館
事
務
局
の

三
沢
亜
紀
局
長
を
講
師
に
迎
え
、

満
蒙
開
拓
と
い
う
歴
史
に
つ
い

て
、講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

戦
後
の
夏
、

　

七
十
四
回
目
。 　

戦
争
か
ら
70
年
以
上
が
経
ち
、

引
揚
者
の
高
齢
化
が
一
段
と
進
む

中
、
長
野
県
か
ら
も
多
く
の
人
々

が
送
り
出
さ
れ
た
満
蒙
開
拓
。

　
三
沢
局
長
か
ら「
満
蒙
開
拓
は
、

あ
ま
り
に
悲
惨
な
体
験
で
あ
っ
た

こ
と
、
同
じ
村
の
中
で
送
り
出
す

側
と
送
り
出
さ
れ
る
側
が
存
在

し
、
戦
争
と
い
う
加
害
の
歴
史
、

と
い
う
点
が
、
多
く
の
開
拓
団
を

だ
し
た
長
野
県
だ
か
ら
こ
そ
向
き

合
う
こ
と
の
難
し
い
歴
史
と
な
っ

て
い
る
。」と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

城
北
中
学
校
で
は
、
講
演
後
、

平
井
颯
馬
君
か
ら
「
農
業
開
拓

団
が
、
な
ぜ
北
東
沿
岸
部
へ
配
備

さ
れ
た
の
か
。」
福
澤
祐
香
さ
ん

か
ら
「
軍
隊
が
撤
退
す
る
時
に
、

な
ぜ
開
拓
団
に
は
知
ら
さ
れ
な

か
っ
た
の
か
。」と
質
問
が
出
さ
れ
、

三
沢
局
長
か
ら
は
、
本
当
の
情
報

が
得
ら
れ
な
い
恐
ろ
し
さ
が
語
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
「
人
類
が
犯

し
た
重
大
な
過
ち
、
自
分
の
中
に

あ
る
脆
さ
に
気
づ
く
こ
と
、
満
蒙

開
拓
の
歴
史
が
語
り
掛
け
て
く
る

も
の
と
は
何
か
、
こ
れ
か
ら
私
た

ち
は
ど
う
生
き
る
の
か
、
歴
史
を

振
り
返
り
、考
え
る
こ
と
が
大
切
」

と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

城
北
中
学
校 

田
中
昭
道
校
長

は
生
徒
に
向
け
「
何
が
正
し
く
て

何
が
間
違
っ
て
い
る
の
か
、
自
分

な
ら
ど
う
す
る
か
、
考
え
ら
れ
る

力
を
つ
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と

語
り
か
け
、
講
演
会
は
閉
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　

人
類
史
上
初
の
原
子
爆
弾
が

広
島
に
投
下
さ
れ
74
年
。

　

今
年
も
8
月
6
日
の
広
島
市

原
爆
死
没
者
慰
霊
式
・
平
和
祈

念
式
に
、
城
南
中
学
校
、
城
北
中

学
校
か
ら
10
名
の
生
徒
が
参
加
し

ま
す
。

　

世
界
中
の
人
が
「
平
和
」
を
願

う
平
和
祈
念
式
で
、
参
加
生
徒
が

感
じ
た
思
い
や
決
意
は
、
次
号
本

編
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　広島平和学習事業内容
　■８月5日
　広島平和記念資料館見学
　被爆体験講話、平和公園内見学
　（平和の灯、原爆ドーム、
　平和の鐘、原爆の子の像）
　■8月６日
　原爆死没者慰霊式・平和祈念式参列
　原爆供養塔で折り鶴を捧げる

　

常
盤
保
育
園
は
、
全
園
児
34

名
の
小
さ
な
保
育
園
で
す
。
小
規

模
園
の
良
さ
を
生
か
し
、
他
の
ク

ラ
ス
の
お
部
屋
を
行
き
来
し
、
年

齢
の
枠
を
超
え
楽
し
く
か
か
わ
り

あ
え
る
保
育
園
で
す
。

　

保
育
園
の
周
り
が
畑
や
田
ん

ぼ
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

『
カ
ナ
ヘ
ビ
・
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
・
カ
エ

ル
』
な
ど
の
小
動
物
を
毎
日
誰
か

が
持
参
し
、
図
鑑
を
広
げ
て
は
興

味
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
常
盤
地
区
に
し
か
い
な

い
珍
し
い
『
め
だ
か
』
も
、
子
ど

も
た
ち
の
大
切
な
宝
物
で
す
。

　

自
然
、
地
域
の
方
、
友
だ
ち

な
ど
た
く
さ
ん
の
優
し
さ
に
恵
ま

れ
、
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
毎
日
体

験
し
生
き
る
力
を
存
分
に
育
ん
で

い
る
子
ど
も
た
ち
で
す
。

 

み
ん
な
仲
良
し

　
　
　
と
き
わ
っ
子

茅原ますみ氏



全
体
が
荒
れ
て
き
た
な
と
感
じ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
昔
行
わ
れ
て
い

た
炭
焼
き
や
各
家
庭
の
燃
料
と
し

て
の
薪
の
需
要
が
な
く
な
っ
た
こ

と
、
信
濃
平
ス
キ
ー
場
が
閉
鎖
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
広
大
な
ゲ
レ

ン
デ
の
刈
払
い
が
な
く
な
っ
た
こ

と
も
荒
れ
て
き
た
大
き
な
原
因
で

し
ょ
う
か
。
山
が
荒
れ
て
き
た
こ

と
に
よ
り
、
昔
は
い
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
熊
や
イ
ノ
シ
シ
、
カ
モ

シ
カ
、
鹿
な
ど
の
大
型
獣
が
里
山

に
も
生
息
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
お
り
、
村
内
に
も
時
々
出
没
し

て
畑
を
荒
ら
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
獣
の
数
が
減
る
要

因
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
増

え
て
く
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で

き
ま
す
。
村
内
へ
の
獣
の
出
没
が

頻
繁
と
な
り
、
食
害
が
増
え
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
山
林
や
田
畑
、
人

を
守
る
た
め
の
方
策
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。
費
用
を
か
け
て
、

電
気
柵
を
設
置
す
る
こ
と
も
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
で
し
ょ

う
。
以
前
ラ
ジ
オ
で
、
オ
オ
カ
ミ

を
山
野
に
放
ち
、
鹿
等
を
捕
食
さ

せ
て
食
害
を
減
少
さ
せ
た
ら
ど
う

か
と
の
考
え
を
聞
き
、
新
鮮
な
驚

　
旧
満
州
か
ら
の
引
き
揚
げ
の
様

子
や
、
そ
の
苦
難
の
道
の
り
は
、

こ
れ
ま
で
も
ド
ラ
マ
や
映
画
に
描

か
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

も
そ
も
引
き
揚
げ
が
ど
う
し
て

実
現
し
た
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を

扱
っ
た
ド
ラ
マ
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
今
ま
で
私
た
ち

が
全
く
知
ら
な
か
っ
た
丸
山
邦
雄

　

き
っ
か
け
は
、
ポ
ー
ル
・
邦
昭

さ
ん
が
お
書
き
に
な
っ
た
「
満
州

奇
跡
の
脱
出
」
と
い
う
本
を
、
書

店
の
歴
史
関
係
の
棚
を
ぼ
ん
や
り

と
眺
め
て
い
た
と
き
、
た
ま
た
ま

見
つ
け
て
、
手
に
取
っ
て
読
ん
だ

こ
と
で
す
。
そ
れ
は
２
０
１
４
年

の
こ
と
で
、
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
３

年
か
け
て
ド
ラ
マ
化
が
実
現
し
ま

し
た
。

き
を
感
じ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
獣
害
対
策
は
、

こ
れ
か
ら
は
と
て
も
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
黒
岩
山

は
、
山
全
体
が
昭
和
46
年
に
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
に
は
、
全
国
的
に
珍
し
い
ギ
フ

チ
ョ
ウ
、
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
混

生
し
て
お
り
、
ま
た
、
モ
リ
ア
オ

ガ
エ
ル
や
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

も
生
息
し
て
い
ま
す
。
外
様
公
民

館
で
は
、「
ギ
フ
チ
ョ
ウ
・
ヒ
メ
ギ

フ
チ
ョ
ウ
・
カ
タ
ク
リ
観
察
会
」

や
「
黒
岩
山
自
然
観
察
会
」
を

毎
年
開
催
し
、
子
ど
も
た
ち
に
好

評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
黒
岩
山
に
は
、
こ
れ

ら
貴
重
な
生
物
を
守
っ
て
い
く
力

 

強
い
味
方
が
い
ま
す
。
そ
れ
は『
天

然
記
念
物
「
黒
岩
山
」
保
全
協

議
会
』
で
す
。
黒
岩
山
や
周
辺
の

里
山
の
自
然
環
境
を
整
備
・
保
全

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
組
織
さ

れ
て
い
ま
す
。
耕
作
放
棄
し
た
山

の
田
畑
を
ど
う
こ
う
す
る
こ
と
ま

で
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
地
道
に
刈

払
い
等
を
行
っ
て
森
林
の
整
備
保

全
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
も
集
落

館
長
と
い
う
立
場
で
、
１
年
前
か

ら
会
員
と
な
り
ま
し
た
。
作
業
は

大
変
で
す
が
、
微
力
な
が
ら
も
美

し
い
黒
岩
山
の
整
備
保
全
に
頑
張

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　

私
は
、
昭
和
50
年
に
就
職
の
た

め
飯
山
市
を
離
れ
、
２
年
前
に
ふ

る
さ
と
で
あ
る
外
様
地
区
に
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
戻
っ
て
感

じ
て
い
る
こ
と
の
一
端
を
記
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
２
年
前
か
ら
ふ
る
さ
と
に
住
む

よ
う
に
な
っ
て
ま
ず
思
っ
た
の
が
、

村
内
の
住
民
の
数
が
少
な
く
な
っ

た
こ
と
や
高
齢
化
が
進
ん
で
き
た

と
い
う
こ
と
で
す
。集
落
の
過
疎

化
や
少
子
高
齢
化
は
、全
国
的
に

も
進
ん
で
き
て
い
ま
す
が
、
小
さ

な
集
落
に
お
い
て
は
、そ
れ
が
顕

著
に
現
れ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

高
齢
化
に
伴
い
、
農
業
に
従

事
す
る
人
が
減
少
し
、
山
の
田
ん

ぼ
や
畑
の
耕
作
放
棄
地
が
増
え
た

こ
と
や
山
林
や
山
道
の
手
入
れ
が

滞
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
黒
岩
山

丸
山
邦
雄
さ
ん
の
こ
と

を
知
っ
た
き
っ
か
け

さ
ん
の
こ
と
を
、
是
非
、
ド
ラ
マ

に
し
て
広
く
知
っ
て
ほ
し
い
と
考

え
た
わ
け
で
す
。

　

私
が
ド
ラ
マ
を
作
る
上
で
非
常

に
惹
か
れ
た
と
こ
ろ
は
、
丸
山
さ

ん
と
い
う
方
は
す
ご
く
志
の
高
い

方
で
、
い
つ
も
理
想
に
向
か
っ
て

行
動
し
て
い
た
と
い
う
点
で
す
。

ま
た
、
非
常
に
ま
っ
す
ぐ
な
方
で
、

思
い
立
っ
た
ら
す
ぐ
に
行
動
に
移

し
て
い
く
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
理

論
化
し
て
い
く
こ
と
に
優
れ
て
い

る
点
な
ど
は
、
ド
ラ
マ
に
描
く
上

で
も
非
常
に
魅
力
的
な
と
こ
ろ
で

し
た
。

　

今
回
、
撮
影
の
一
部
は
、
当
時

の
都
市
の
セ
ッ
ト
が
あ
る
上
海
で

行
い 

ま
し
た
。
こ
こ
に
は
現
地
の

ス
タ
ッ
フ
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た

が
、
彼
ら
は
、
こ
う
い
う
ド
ラ
マ

を
作
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
ど

う
い
う
ふ
う
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
と
い
う
こ
と
が
、
大
変
気
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
か
ら
見

た
ら
日
本
人
は
過
去
の
加
害
者
で

も
あ
り
ま
す
か
ら
。
し
か
し
、
実

際
に
仕
事
を
進
め
て
い
く
と
、
国

と
国
と
の
関
係
と
い
う
よ
う
な
大

上
段
か
ら
の
話
で
は
な
く
て
、
一

人
一
人
の
人
間
と
し
て
理
解
し

合
っ
て
い
け
る
と
い
う
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。
多
分
、
考
え
方
や

思
っ
て
い
る
こ
と
に
違
い
は
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

過
去
の
歴
史
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
を
き
ち
ん
と
踏
ま
え
た
う
え

で
、
人
間
ど
う
し
、
互
い
に
分
か

り
合
う
努
力
を
積
み
上
げ
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
た
番

組
制
作
で
し
た
。（

飯
山
市
公
民
館
）

　
７
月
６
日
、
飯
山
雪
国
大
学
平
和
講
演
会
が
飯
山
市
文
化

交
流
館
な
ち
ゅ
ら
で
開
催
さ
れ
、
市
内
外
よ
り
約
２
０
０
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。
講
師
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
「
ど
こ
に
も
な
い

国
」の
チ
ー
フ・プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
中
村
高
志
氏
を
招
き
、

丸
山
邦
雄
氏
の
魅
力
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
ど
こ
に
も
な
い
国
」

と
い
う
ド
ラ
マ
を
制
作

し
た
理
由

中
村
さ
ん
か
ら
見
た
、

丸
山
邦
雄
さ
ん
の
魅
力

ド
ラ
マ
制
作
中
に
印
象

に
残
っ
て
い
る
こ
と

【第一部】トークセッション
開演 13：30 ～ 14：30（開場 13:00）

会場：飯山市公民館 講堂

開演13：30 ～ 14：30（開場 13:00）開演 13：30 ～ 14：30（開場 13:00）
【第二部】指導碁（多面打）
開始 14：45 ～（見学自由）

　飯山市出身の囲碁棋士 大竹 優 三段が、棋士への道の
りや、囲碁の魅力について語ります。

会場：飯山市公民館 講堂会場：飯山市公民館 講堂
2019.9.7
会場：飯山市公民館 講堂会場：飯山市公民館 講堂会場：飯山市公民館 講堂会場：飯山市公民館 講堂
2019.9.72019.9.72019.9.7（土）
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飯山市公民館 ☎ 62-3342
市立飯山図書館 ☎ 62-1118
飯山市美術館 ☎ 62-1501
いいやま女性センター未来 ☎ 62-0543
飯山市ふるさと館 ☎ 67-2030
飯山市文化交流館なちゅら ☎ 67-0311
飯山公民館 ☎ 62-3342
秋津公民館 ☎ 62-2330
木島公民館 ☎ 62-0555
瑞穂公民館 ☎ 65-2501
柳原公民館 ☎ 62-5562
富倉公民館 ☎ 67-2136
外様公民館 ☎ 62-1029
常盤公民館 ☎ 62-3200
太田公民館 ☎ 65-4579
岡山公民館 ☎ 69-2010

だより

公民館報   NO.753
図書館だより　NO.481
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国の重要文化
的景観に選定
されている小
菅集落で、3
年に一度行わ
れる行事。今
年が開催年に
あたり、7 月
21 日に執り

行われた。二本立てられた柱松に
点火する速さを競い天下泰平と五
穀豊穣を占うもので、その起源は
修験道にあるとされる。国の重要
無形民俗文化財。

小菅の柱松行事

令和元年（2019）　8月15日発行
発行・編集：市民学習支援課

マイ　★★
オピニオン
意見・私見 Ｎ

Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
「
ど
こ
に
も
な
い
国
」
の
制
作
者
が
語
る

丸
山
邦
雄
氏
の
魅
力

丸山邦雄氏ブロンズ像
建立募金のお願い

飯山雪国大学 教養講座

大竹優プロ三段が語る
囲碁の魅力 　戦後、旧満州にとり残された１７０万もの同胞を

救済するために、自らを省みずに行動した飯山市富倉
地区出身の丸山邦雄氏の功績をたたえるために、ブロ
ンズ像を飯山駅前の公園に建立したいと考えていま
す。また、このブロンズ像に込められた思いや当時の
歴史を学ぶことをとおして、平和の尊さについて、皆
で考え続けていきたいと願っています。

外
様
公
民
館
顔
戸
集
落
館
長
　
栗
岩
明
浩

ふ
る
さ
と
の
山 

雑
感

※募金の受付は 9月 13 日まで行います。
※飯山市公民館の募金箱は、休日も受付をしております。
問合せ先：飯山市公民館　☎ 62-3342

・市役所（１階総合案内窓口前）
・飯山市公民館
・各地区活性化センター

募金の
設置場所



開演 15:30（開場 15:00）
2019.11.4（月）祝日

お問合せ・申込先　飯山市ふるさと館　☎67-2030

9月7日（土）第5回「火起こし・土器作り」

開催日 ： 毎月第一土曜日 午前10 時 ～11 時 30 分
対象 ： 市内小学生 20 名（保護者の付き添いも可）
参加費 ： 各回 200 円～300 円

縄文体験「火起こし」と、はにわのストラップ作りに挑戦しよう！！
参加費：無料 / 申込締切：９月４日（水）

【試験会場】  飯山市ふるさと館
【検 定 級】  ◇初級　◇上級　◇マイスター
  （検定級は初級から始まり、合格すると上位の検定が受けられます。）
【受 験  料】  1000 円
【申込締切】  10月12日（土）までにふるさと館へお申込みください。
【申 込  先】  文化財係（ふるさと館内）　☎ 67-2030

10月19日（土）13：00～14:00試験日

　飯山ふるさと検定とは、飯山の自然や歴史・文化を知り、その
魅力を再発見するものです。

ふるさと館マンスリースクール
　このごろ、全国的に
文化財の焼失や盗難な
どが相次いでいます。飯
山市内には60を超える
指定文化財と、数多くの
未指定文化財があります。飯山の歴史を未来へ伝える
ためにも、日頃から身近の文化財に対する防火・防災の
心がけをよろしくお願いします。

三味線とPIANOで奏でる名曲達

飯山市文化交流館
なちゅら（大ホール）

料　金

料　金

前売開始日

販売所

主　催

お問合せ

一般 2,000 円　高校生以下1,000 円
（全席指定、当日券は各 500 円増）
・宝くじ助成による特別料金となっています。
・前売りで完売の場合、当日券の販売はありません。
・未就学児の同伴・入場はご遠慮ください。
・チケットはお一人様４枚までとなります。

8月31日（土）9:00 ～

飯山市文化交流館なちゅら

飯山市・飯山市教育委員会・（一財）自治総合センター

飯山市文化交流館なちゅら
☎ 67-0311（火曜日を除く9 時～22 時）

桂 雀
じ ゃ く じ ゃ く

々 落語会上方落語の爆笑王

　平成 30 年開催の「第３回いいやま菜の花寄席」で、春風亭昇
太との二人会に出演し大好評を博した桂雀々。上方落語の爆笑
王の異名をとる人気落語家による捧腹絶倒の滑稽噺でお腹の底か
ら笑ってください。

3,500 円【全席指定・税込】
※未就学児のご入場はできません。

9月7日（土）14：00開演（13：30開場）
飯山市文化交流館なちゅら（大ホール）

お問合せ
飯山市文化交流館なちゅら
☎ 67-0311（火曜日を除く9 時～22 時）

　津軽三味線の“伝統と革新 ”を追求し続けている
上妻宏光とシングライクトーキングのボーカリスト佐藤
竹善による必見のステージです。

　青少年の芸術文化活動を発表する機会を通じ、芸術文化に対する関心を高め、青少年の健全な育成と
市民文化の高揚を図る目的で、今年度も飯山市青少年芸術祭を開催いたします。

お知らせ 飯山市美術館では８月27日～31日まで臨時休館とさせていただきます。
ご迷惑をおかけしますが、ご了承のほどよろしくお願いいたします。

■期　　日　11月 3日（文化の日）【舞台発表の部】
■会　　場　飯山市文化交流館なちゅら 大ホール 
■開催部門および種目【舞台発表の部】
　●音楽部門（合唱、吹奏楽、合奏等）　●芸能部門（民俗芸能等）
　●演劇部門（児童劇、人形劇等）　●舞踏部門（ダンス、民踊、バレエ等）
■参加資格 原則として市内の小中学生、高校生で構成する
  クラブ、学校および民間活動グループとする。
■申 込 先 飯山市公民館（62-3342）
■申込締切 ９月 12日（木） 　

第40回 飯山市 舞台部門参加者募集!!

上妻宏光
STANDARD
SONGS feat.
佐藤竹善

宝くじ文化公演

STANDARDSTANDARD
SONGS feat.SONGS feat.

HIROMITSU
AGATSUMA

CHIKUZEN
SATO
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飯

山

◇
駅
伝
飯
山
チ
ー
ム
練
習
始
動

　

10
月
13
日
開
催
の
飯
山
市
駅

伝
大
会
で
優
勝
を
目
指
し
ま
す
。

・
期
日　
９
月
１
日
〜
10
月
11
日

の
毎
週
月
、
金
曜
日
（
小
学
生
：

午
後
６
時
〜
７
時
、中
学
生
以
上：

午
後
７
時
〜
８
時
）

・
会
場　
飯
山
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
申
込
先　

飯
山
公
民
館

☎
62
３
３
４
２

随
時
、選
手
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
飯
山
地
区
敬
老
会

・
期
日　
９
月
15
日
㈰午

前
10
時
〜

・
会
場　

飯
山
市
文
化
交
流
館

な
ち
ゅ
ら

・
対
象
者　

本
年
70
歳
と

75
歳
以
上
の
方

◇
飯
山
地
区
戦
没
者
開
拓
殉
難

者
追
悼
平
和
式
典

・
期
日　
９
月
27
日
㈮午

後
２
時
〜

・
会
場　
上
町　

善
覚
寺

・
読
経　

飯
山
地
区
各
寺
院
一
同

秋

津

◇
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室

・
期
日　
９
月
１
日
㈰

午
後
２
時
30
分
〜

・
会
場　

秋
津
小
学
校
体
育
館

・
種
目　
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
フ
ラ
バ
ー

ル
バ
レ
ー
、
ボ
ッ
チ
ャ
（
団
体
）

・
参
加
料　

無
料
（
小
学
３
年
生

以
下
は
親
同
伴
）

・
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
支
度
、

運
動
靴

・
問
合
先　

秋
津
公
民
館

☎
62
２
３
３
０

木

島

◇
木
島
地
区
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　
７
月
７
日
、
第
10
回
木
島
地
区

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
を
河
川
敷

の
コ
ー
ス
に
て
、
朝
は
肌
寒
く
感

じ
ま
し
た
が
、
大
会
に
は
男
女
54

名
の
参
加
者
で
、開
催
し
ま
し
た
。

【
団
体
の
部
】（
パ
ー
５
７
６
）

優
勝　
　
野
坂
田
チ
ー
ム

準
優
勝　

其
綿
チ
ー
ム

第
三
位　

安
田
チ
ー
ム

　
　
　
　

下
木
島
チ
ー
ム　

【
個
人
の
部
・
男
子
】

優
勝　
　

池
田
俊
昭
（
天
神
堂
）

準
優
勝　
山
本
幸
治
（
野
坂
田
）

第
３
位　

今
井　

寛
（
野
坂
田
）

【
個
人
の
部
・
女
子
】

優
賞　
大
西
い
と
子
（
上
新
田
）

準
優
勝　

依
田
む
つ
子（
上
新
田
）

第
３
位　
山
崎
き
よ
子（
上
新
田
）

◇
木
島
水
の
学
習

　
　
７
月
18
日
、
第
３
回
「
水
の

学
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

木
島
地
区
に
広
が
る
水
田
を
潤

す
水
は
、
約
３
２
０
年
前
の
先
人

た
ち
の
大
変
な
努
力
が
あ
っ
て
今

に
至
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

歴
史
に
つ
い
て
木
島
小
学
校
４
年

生
の
児
童
16
名
と
一
般
参
加
者
を

含
め
28
名
で
、
山
水
元
神
社
宮
司

の
長
坂
崇
頼
氏
を
講
師
に
社
務
所

で
座
学
の
後
、
歴
史
を
今
に
伝
え

る
須
賀
川
と
深
沢
村
水
論
に
よ
り

作
ら
れ
た
分
水
枡
を
観
察
、
カ
ヤ

ノ
平
で
は
大
沢
堰
等
を
観
察
後
皆

で
楽
し
い
昼
食
を
取
り
ま
し
た
。

◇
第
63
回
木
島
地
区
市
民
運
動
会

・
日
程　
８
月
25
日
㈰
８
時
〜

・
場
所　
木
島
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

◇
飯
山
市
駅
伝
大
会
木
島
チ
ー

ム
結
成
式

・
日
時　
９
月
３
日
㈬

午
後
６
時
30
分
〜

・
場
所　

木
島
公
民
館

瑞

穂

◇
瑞
穂
地
区
大
運
動
会

　

８
月
25
日
に
今
年
も
瑞
穂
グ

ラ
ン
ド
で
開
催
し
ま
す
。
７
月
31

日
の
抽
選
に
よ
り
対
戦
相
手
も
決

ま
り
、
開
催
要
項
も
以
前
よ
り

緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。
宝
釣
り
で

は
、
何
か
面
白
い
も
の
が
釣
れ
る

か
も
・
・
・
。
開
け
て
み
て
の
お

楽
し
み
！
瑞
穂
地
区
の
皆
さ
ん
大

勢
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

な
お
、
開
会
式
で
参
加
者
の

皆
さ
ん
全
員
に
よ
る
準
備
体
操

の
後
、
護
身
術
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

レ
ッ
ス
ン
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

転
ん
で
も
け
が
を
し
な
い
転
び
方

や
、
変
な
人
に
腕
を
つ
か
ま
れ
た

と
き
の
逃
げ
方
、
自
分
の
身
を
自

分
で
守
る
方
法
な
ど
（
女
性
も
子

供
た
ち
も
、
覚
え
て
お
い
て
絶
対

損
は
な
い
で
す
。
物
騒
な
現
代
社

会
だ
か
ら
こ
そ
こ
ん
な
こ
と
も
覚

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
）

柳

原

◇
柳
原
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
の
結
果

　
７
月
７
日
、
降
り
続
い
た
雨
が

晴
れ
間
を
見
せ
、
無
事
に
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
熱
戦
の
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】

優
勝　
　

笹
川
チ
ー
ム

準
優
勝　

南
条
チ
ー
ム

第
３
位　
山
口
チ
ー
ム

【
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
】

団
体
の
部

優
勝　

南
条
チ
ー
ム

準
優
勝　
四
ツ
屋
チ
ー
ム

第
３
位　

笹
川
チ
ー
ム

◇
富
倉
峠
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
飯
山
市
公
民
館
共
催
）

　

７
月
28
日
、
古
道
の
草
刈
り

と
学
習
登
山
を
合
わ
せ
た
富
倉

峠
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ
、
ま
ず
は

地
域
の
皆
さ
ん
が
古
道
の
草
刈

り
を
行
っ
た
後
、
富
倉
峠
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
富
倉

峠
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
参
加
者
は
約

１
２
０
名
で
、
コ
ー
ス
は
上
新
田

か
ら
峠
の
掘
割
り
、
大
将
陣
か
ら

関
屋
ま
で
を
歩
き
ま
し
た
。
公
民

館
専
門
部
員
ら
が
ガ
イ
ド
を
担
当

し
、
子
供
た
ち
が
颯
爽
と
歩
き
ま

し
た
。

◇
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

　
７
月
25
日
、
８
月
１
日
に
「
誰

で
も
簡
単
に
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ

教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
何
か

運
動
を
し
た
い
、
体
を
ほ
ぐ
し
た

い
と
い
う
柳
原
公
民
館
女
性
部
の

発
案
で
企
画
さ
れ
、
約
20
名
の

参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
講
師

と
し
て
常
盤
の
西
澤
先
生
（N

-fit

整
骨
院
オ
ー
ナ
ー
）を
お
迎
え
し
、

体
の
ケ
ア
を
中
心
と
し
た
基
本
運

動
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

富

倉

◇
茶
話
会（
泉
台
小
と
の
交
流
会
）

　
７
月
19
日
、
泉
台
小
３
年
生
14

名
と
地
域
住
民
合
わ
せ
て
40
名
が

富
倉
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
集

ま
り
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

児
童
か
ら
歌
の
披
露
や
富
倉
地

区
に
つ
い
て
の
学
習
発
表
、
お
菓

子
を
食
べ
な
が
ら
の
自
由
ト
ー
ク

な
ど
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
は
、
富

倉
住
民
を
笑
顔
に
し
て
く
れ
る
楽

し
み
の
行
事
で
す
。

外

様

◇
ス
ゲ
刈
り
の
実
施

　

外
様
公
民
館
の
共
催
事
業
で

あ
る
12
月
８
日
に
開
催
予
定
の

「
し
め
縄
を
作
ろ
う
」
の
材
料
と

な
る
ス
ゲ
刈
り
を
７
月
８
日
・
19

日
に
行
い
ま
し
た
。

常

盤

◇
と
き
わ
寺
子
屋

　

７
月
29
日
午
前
と
30
日
午
後

の
２
日
間
、
夏
休
み
の
宿
題
を
進

め
る
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

地
区
の
３
人
の
元
先
生
に
ご
指
導

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

休
み
帳
が
全
て
終
わ
っ
た
子
は

６
〜
７
人
、
先
生
か
ら
間
違
い
探

し
の
課
題
を
解
い
て
い
ま
し
た
。

自
由
研
究
の
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。

　
お
昼
は
カ
レ
ー
と
ス
パ
ゲ
テ
ィ
、

お
や
つ
は
ク
ッ
キ
ー
や
た
ま
ご

ボ
ー
ル
と
冷
た
い
ア
イ
ス
で
し
た
。

最
後
は
、
理
科
の
実
験
と
し
て
ス

ラ
イ
ム
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

当
館
初
め
て
の
企
画
で
し
た
が
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
、
子
ど
も
達
の

感
想
は
い
か
が
で
し
た
か
？

◇
常
盤
地
区
大
運
動
会

・
日
時　
８
月
25
日
㈰
８
時
30
分
〜

・
場
所　
常
盤
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

今
年
も
新
種
目
が
加
わ
り
ま

し
た
。
み
ん
な
で
楽
し
く
頑
張
り

ま
し
ょ
う
！

◇
常
盤
地
区
敬
老
会

・
日
時　
９
月
16
日
㈪
・
祝

午
後
２
時
〜

・
場
所　

常
盤
地
区活

性
化
セ
ン
タ
ー

※
今
年
の
対
象
は
５
６
０
人
で

す
。
公
民
館
か
ら
連
絡
し
ま
す
の

で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
秋
の
寄
せ
植
え
講
座

　
９
月
に
常
盤
公
民
館
に
お
い
て

寄
せ
植
え
講
座
を
行
い
ま
す
。
季

節
の
花
を
組
み
合
わ
せ
、
皆
さ
ん

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
な
お
、
完
成
し
た
作
品
は

文
化
祭
等
に
展
示
予
定
で
す
。
日

程
は
未
定
で
す
が
、
チ
ラ
シ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

太

田

◇
敬
老
会
・
合
同
金
婚
式

　
９
月
29
日
に
ト
ピ
ア
ホ
ー
ル
で

開
催
し
ま
す
。
敬
老
会
に
あ
っ
て

は
75
歳
以
上
の
方
に
案
内
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
ご
出
席
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

金
婚
式
は
ご
結
婚
50
周
年
の

ご
夫
妻
に
ご
案
内
を
さ
し
あ
げ

る
予
定
で
お
り
ま
す
が
、
ど
の
ご

夫
妻
を
招
待
す
れ
ば
よ
い
か
の
把

握
は
、
民
生
委
員
さ
ん
に
よ
る
聞

き
取
り
に
頼
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
漏
れ
落
ち
に
よ
り
「
金

婚
式
の
年
な
の
に
案
内
が
届
か
な

い
」
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
今

年
度
の
合
同
金
婚
式
は
下
記
の
ご

夫
妻
が
該
当
に
な
り
ま
す
。

①
昭
和
44
年
１
２
月
末
ま
で
に
結

婚
さ
れ
た
ご
夫
妻

②
44
年
以
前
に
ご
結
婚
さ
れ
た
ご

夫
妻
で
、
ま
だ
合
同
金
婚
式
に
招

待
さ
れ
て
い
な
い
ご
夫
妻

　

太
田
地
区
在
住
の
方
で
前
記

①
②
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
担
当

民
生
委
員
も
し
く
は
太
田
地
区
活

性
化
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
４
５
７
９
）

へ
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岡

山

◇
リ
ン
パ
さ
ら
さ
ら
ケ
ア
ー
講
座

　

６
月
24
日
に
温
井
多
目
的
交

流
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
リ
ン
パ
さ

ら
さ
ら
ケ
ア
ー
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。。

　

今
年
で
６
年
目
と
な
る
こ
の
講

座
は
、
講
師
に
和
田
令
子
さ
ん
を

お
迎
え
し
、
昨
年
度
よ
り
ワ
ン
ス

テ
ッ
プ
上
の
ケ
ア
ー
を
行
い
ま
し

た
。
体
の
歪
み
・
足
の
む
く
み
・

顔
の
た
る
み
な
ど
の
原
因
を
体
操

で
リ
ン
パ
の
流
れ
を
調
整
・
改
善

し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
真
剣
な
眼
差

し
で
体
操
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

終
了
時
に
は
良
い
汗
を
か
き
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
た
様
子
で
し
た
。
11

月
に
も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
ご

参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 
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大会前の準備体操

カヤノ平ロッジ前で記念撮影
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　プラスチックによる海洋汚染が問
題となっている今、実は海だけでな
く、私たちの健康にも影響を及ぼし
ているかも？！
日々の生活のなかで使い捨てプラス
チックを減らすには、何から始めれ
ば良いでしょうか…

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
フ
リ
ー
生
活
」

　
　
　
　

 

今
す
ぐ
で
き
る
小
さ
な
革
命 

シ
ャ
ン
タ
ル
・
プ
ラ
モ
ン
ト
ン
、
ジ
ェ
イ
・
シ
ン
ハ 

著

服
部 

雄
一
郎 

訳

◇ 図書館カレンダー ◇
9/1 日 10:30 ～おはなしひろば
2 月 休館日
3 火
4 水 移動図書館車①北原 ･常盤
5 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
6 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
7 土
8 日 10:30 ～ブックスタート
9 月 休館日
10 火
11 水 移動図書館車③温井 ･秋津
12 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
13 金 移動図書館車④太田 ･富倉
14 土
15 日 10:30 ～おはなしひろば
16 月
17 火 休館日（祝日振替）
18 水 移動図書館車①北原 ･常盤
19 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
20 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
21 土
22 日 10:30 ～おはなしひろば
23 月
24 火 休館日（祝日振替）
25 水 移動図書館車③温井 ･秋津
26 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
27 金 移動図書館車④太田 ･富倉
28 土
29 日
30 月 休館日

■の日は休館です。

旬の本・話題の本・意外な本

らいぶらりブックレビュー

図書館
ニュース

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

NHK 出版

　

 

図
書
館
の
30
年
を
振
り
返
る

　
　    

― 

ミ
ニ
写
真
展
を
開
催
し
て
い
ま
す 

―

　

今
年
は
図
書
館
が
現
在
の
場

所
に
移
転
し
て
30
年
と
い
う
節
目

の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
れ
を
記

念
し
、「
図
書
館
の
30
年
を
振
り

返
る
」
と
題
し
て
ミ
ニ
写
真
展
を

開
催
中
で
す
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

様
子
や
移
動
図
書
館
車
ゆ
き
つ

ば
き
号
を
取
り
巻
く
風
景
な
ど

か
ら
、
昔
懐
か
し
い
様
子
が
よ
み

が
え
り
ま
す
。

　

展
示
期
間
は
8
月
末
ま
で
、

場
所
は
市
公
民
館
と
図
書
館
の

連
絡
通
路
で
す
。
学
び
の
エ
リ
ア

に
お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ
足
を
止

め
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開館時間と休館日
【開館時間】火 ～ 金  9:30 ～ 18:00

土・日・祝    9:30 ～ 17:00
【休 館 日】 月曜（祝日の場合は 翌平日）
　　　　　　年末年始 ･蔵書整理期間等

携帯電話版

市立飯山図書館QRコード
図書館カレンダー、図書館からのお知らせ、ご利用状況、
貸出・予約ランキングなどの確認と、蔵書検索と資料の予約、
新刊・新着資料検索、パスワード変更などができます。　

スマートフォン版

　

７
月
24
日
・
25
日
、
城
北
中

学
校
の
職
場
体
験
学
習
が
市
内

各
事
業
所
や
施
設
で
行
わ
れ
、
図

書
館
で
も
２
年
生
の
生
徒
１
名
が

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

今
回
、
図
書
館
を
実
習
の
場

と
し
て
選
ん
だ
久
保
田
梨
咲
さ
ん

は
、「
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
精

や
り
が
い
を
感
じ
た
２
日
間 

　
　
　
　
　
　
　
〜
城
北
中
学
校
２
年
生 

職
場
体
験
か
ら
〜

い
っ
ぱ
い
や
り
た
い
」
と
い
う
目

標
を
持
っ
て
、
２
日
間
臨
ん
で
く

れ
ま
し
た
。

　
「
最
初
は
緊
張
し
た
け
れ
ど
、

後
か
ら
雰
囲
気
に
も
慣
れ
て
良

か
っ
た
。」
と
い
う
梨
咲
さ
ん
。
図

書
館
の
仕
事
の
様
子
と
い
う
と
、

ま
ず
は
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
本
の
貸

し
出
し
や
返
却
の
応
対
を
思
い
浮

か
べ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
思
い
ま

す
が
、
館
内
清
掃
、
飯
山
市
や

図
書
館
に
関
す
る
新
聞
記
事
の

チ
ェ
ッ
ク
、
寄
贈
資
料
の
受
け
入

れ
作
業
、
返
却
さ
れ
た
図
書
を
元

に
戻
す
配
架
、
移
動
図
書
館
の
準

備
な
ど
、
普
段
は
想
像
し
な
い
図

書
館
の
裏
側
の
よ
う
な
仕
事
も
体

験
し
、「
社
会
に
出
て
仕
事
を
す

る
こ
と
は
や
り
が
い
が
あ
る
。
２

日
間
で
も
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。」
と
感
想
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

趣　
味
・
実　
用

ア
レ
ク
サ
VS
シ
リ

ジ
ェ
イ
ム
ズ　
ブ
ラ
ホ
ス

は
い
！
こ
ち
ら
子
ど
も
記
者
相
談
室
デ
ス
！

か
め
お
か
子
ど
も
新
聞

大
人
に
な
る
前
に
知
る
命
の
こ
と

加

納

尚

美

鬼
と
は
な
に
か

戸

矢　

学

お
し
ゃ
べ
り
な
が
ん
の
図
鑑

小
倉
加
奈
子

眼
科
医
が
す
す
め
る
目
の
不
調
を
感
じ
た
ら
毎
日
食
べ
た
い
料
理

平

松　

類

ど
〜
す
る
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

西

尾

哲

茂

図
解
こ
こ
が
見
ど
こ
ろ
!
古
建
築

妻

木

靖

延

農
家
が
教
え
る
も
ち
百
貨

農

文

協

誰
に
で
も
簡
単
に
で
き
る
初
め
て
の
新
聞
ち
ぎ
り
絵

新
聞
ち
ぎ
り
絵
小
組

日
本
の
美
し
い
秘
境

日
本
風
景
写
真
家
協
会

チ
ケ
ッ
ト
不
正
転
売
禁
止
法
が
よ
く
わ
か
る
Q
＆
A

山

下

貴

司

よ　
み　
も　
の

ク
ジ
ラ
ア
タ
マ
の
王
様

伊
坂
幸
太
郎

亥
子
こ
ろ
こ
ろ

西

條

加

奈

状
箱
騒
動

佐

伯

泰

英

ス
ズ
メ
の
事
ム
所

朱

川

湊

人

旧
友
再
会

重

松　

清

極
限
の
婚
約
者
た
ち

新

堂

冬

樹

て
ん
げ
ん
つ
う

畠

中　

恵

店
長
が
バ
カ
す
ぎ
て

早

見

和

真

希
望
の
糸

東
野 

圭
吾

夏
の
騎
士

百

田

直

樹

カ
ザ
ア
ナ

森　

絵

都

ジ
ョ
ン
・
マ
ン
７

山

本

一

力

生
の
み
生
の
ま
ま
で　
上
・
下

綿

矢

り

さ

郷　
　
　
土

古
地
図
で
楽
し
む
信
州

笹

本

正

治

上
高
地
ハ
イ
キ
ン
グ
案
内

山
と
渓
谷
社

満
州
暴
れ
者
（
も
ん
）

森

川

哲

郎

文　
　
　
庫

時
代
小
説
ザ
・
ベ
ス
ト2019

日
本
文
藝
家
協
会

ケ
ー
キ
王
子
の
名
推
理
（
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
）[

１]

七

月

隆

文

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
武
将

飯
山
社
会
教
育

飯
山
の
歴
史

こ
れ
か
ら
飯
山

新
幹
線
と
飯
山

飯
山
に
学
べ

な
ぜ
今
飯
山
か

飯
山
に
住
む

続
飯
山
の
謎

飯
山
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

小
沼
の
歴
史

飯
山
の
薬
草

小
菅
考
飯
山
の
文
学

飯
山
の
伝
統

飯
山
の
動
物

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
自
然

太
田
の
歴
史

飯
山
の
食

外
様
の
歴
史

。
柳
原
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
観
光

常
盤
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

秋
津
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

木
島
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

　｢学びのエリア秋まつり｣ に併せて行う
図書館まつりで、本のリサイクル市、ビブ
リオバトル、あそびの広場など各種イベ
ントの前日準備、当日のお手伝いをしてい
ただけるボランティアを募集しています。
　また、ご家庭で読まなくなった本があり
ましたら、このときに行う本のリサイクル
市のために提供をお願いします。
　ボランティア参加、本の提供とも、ご
協力いただける方はご連絡をお願いしま
す。（市立飯山図書館☎62-1118）

《リサイクル本提供に伴う注意事項》
※本の提供受付期限は9/27（金）まで
　といたします。
※○〇全集、〇〇百科事典の類の提供は
　ご遠慮ください。
※リサイクル市終了後に残った本の扱い
　は、図書館にお任せいただきます。

10 /5（土）・6（日）
図書館まつり
ボランティア参加及び
リサイクル本提供のお願い

　

事
務
的
な
仕
事
の
ほ
か
、
乳
幼

児
と
そ
の
親
を
対
象
に
毎
週
開
催

し
て
い
る
「
絵
本
と
わ
ら
べ
う
た

の
会
」
に
も
参
加
し
、
赤
ち
ゃ
ん

を
く
す
ぐ
る
わ
ら
べ
歌
を
歌
っ
た

り
、
シ
フ
ォ
ン
と
い
う
布
を
使
っ

た
手
遊
び
な
ど
、
司
書
と
一
緒
に

市
民
と
直
接
関
わ
る
仕
事
も
体

験
し
、
戸
惑
い
な
が
ら
も
一
生
懸

命
取
り
組
ん
で
い
る
姿
が
印
象
的

で
し
た
。

　

ま
た
、
本
の
返
却
か
ら
配
架

作
業
を
体
験
し
て
「
本
の
返
却
が

あ
っ
た
と
き
に
、
本
の
中
を
確
認

し
て
表
を
き
れ
い
に
拭
い
て
い
た

し
、
本
は
、
司
書
の
方
が
分
類
ど

お
り
元
に
戻
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
ラ
ベ
ル
の
色
が
分
か
れ
て
い

て
わ
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
し

た
。」
と
自
分
な
り
の
気
づ
き
も

で
き
た
よ
う
で
す
。

　

図
書
館
に
限
ら
ず
、
中
学
生

に
と
っ
て
の
職
場
体
験
の
場
は
、

社
会
の
マ
ナ
ー
や
責
任
を
も
っ
て

仕
事
を
す
る
大
切
さ
を
知
る
、
労

働
に
携
わ
る
方
と
時
間
を
共
に
し

て
そ
の
姿
を
見
た
り
、
ど
の
う
な

考
え
で
そ
の
仕
事
に
向
か
っ
て
い

る
の
か
と
い
う
こ
と
に
触
れ
る
こ

と
で
、
仕
事
の
や
り
が
い
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
時
間
で

▶
平
成
１３
年
度
の
図
書
館
ま
つ
り

に
て
、
草
木
染
め
参
加
者
で
記
念

撮
影
。

あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
職
業

体
験
を
受
け
入
れ
て
い
く
に
あ
た

り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
ま
た
、「
図

書
館
の
仕
事
っ
て
こ
ん
な
こ
と
も

あ
る
ん
だ
」
と
、
あ
ま
り
表
に
は

出
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が
あ
る

と
い
う
こ
と
も
知
っ
て
い
た
だ
く

貴
重
な
機
会
と
し
て
、
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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飯山市社会福祉協議会
令和元年度会費納入ありがとうございました

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
は

あ
る
け
れ
ど
、
参
加
の
き
っ
か
け
が

つ
か
め
な
い
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ

て
ど
ん
な
事
す
る
ん
だ
ろ
う
？
」　

そ
ん
な
方
々
の
た
め
に
、
飯
山
市

社
協
で
は
7
月
下
旬
か
ら
8
月
に

か
け
て
、
福
祉
施
設
体
験
を
行
う

「
サ
マ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
総
勢
49
名
の
参
加
者
が
、

市
内
8
つ
の
福
祉
施
設
と
4
つ
の

イ
ベ
ン
ト
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を

行
い
ま
し
た
。

　

8
月
25
日
㈰
に
第
64
回
飯
山

市
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
当
日
は
、
福
祉
功
労
者
の
表
彰

と
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
若

年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
母
親
を

働
き
な
が
ら
介
護
し
て
い
る
岩
佐

ま
り
氏
を
お
迎
え
し
て
『
〜
大
切

な
人
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
あ
な

た
は
ど
う
す
る
？
〜
「
若
年
性
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
母
と
生
き
る
」』

と
題
し
、
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

入
場
無
料
で
ど
な
た
で
も
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆

さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

当
日
は
手
話
通
訳
並
び
に
要

約
筆
記
に
よ
る
情
報
提
供
と
託

児
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。
託
児

サ
ー
ビ
ス
は
8
月
22
日(

木)

ま

で
に
飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
64
回
飯
山
市
社
会
福
祉
大
会
の
お
知
ら
せ

日　程
  式 典　13：30
  記念講演　14：30（予定）～16：00
　～大切な人が認知症になったら

あなたはどうする？～
　「若年性アルツハイマーの
　 母と生きる」
　講 師
     フリーアナウンサー
　  岩佐 まり 氏　

日　時：8月25日（日）
　　  　13：３0開会　（受付 13：00）
場　所：飯山市公民館　２階講堂

　

第
13
回
い
い
や
ま
児
童
館
ま
つ

り
が
7、
月
13
日
に
飯
山
市
子
ど

も
館
き
ら
ら
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
市
内
の
児
童
館
、
児
童
セ
ン

タ
ー
、
児
童
ク
ラ
ブ
が
そ
の
活
動

を
知
っ
て
も
ら
い
、
楽
し
い
企
画

を
持
ち
寄
っ
て
み
ん
な
で
一
緒
に

遊
ぶ
楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
お

う
と
毎
年
開
い
て
い
る
お
ま
つ
り

で
す
。

　

当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
小
学
生

や
園
児
の
皆
さ
ん
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
る
乳
幼

児
の
皆
さ
ん
が
遊
び
に
来
て
く
れ

ま
し
た
。
中
高
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
の
協
力
も
あ
り
、
ど
の

コ
ー
ナ
ー
も
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

　

体
育
館
や
外
で
は
、
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
、
昔
な
が
ら

の
竹
と
ん
ぼ
や
木
ゴ
マ
回
し
な
ど

が
体
験
で
き
ま
し
た
。
上
手
く
な

ろ
う
と
何
回
も
繰
り
返
し
挑
戦

す
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
他
、

日
頃
か
ら
児
童
館
等
に
置
い
て

あ
る
オ
セ
ロ
、
将
棋
、

マ
ン
カ
ラ
や
手
作
り

お
も
ち
ゃ
も
用
意
さ

れ
て
お
り
、
友
達
同

士
や
親
子
で
対
戦
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

毎
年
開
設
さ
れ
て
い

る
お
も
ち
ゃ
病
院
も

好
評
で
、
ド
ク
タ
ー

も
大
忙
し
の
一
日
で

し
た
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
た
く
さ
ん

の
子
供
た
ち
が
児
童
館
に
遊
び

に
来
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

放
課
後
や
土
曜
日
な
ど
、
子
ど

も
館
き
ら
ら
や
木
島
児
童
館
、

戸
狩
児
童
セ
ン
タ
ー
は
18
歳
ま

で
の
児
童
は
誰
で
も
利
用
で
き

ま
す
。
遊
び
に
行
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

飯
山
市
社
会

福
祉
協
議
会
は

市
民
の
皆
さ
ま

が
会
員
で
あ
り
、

皆
さ
ま
の
会
費

に
よ
り
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
各
地

区
活
性
化
セ
ン

タ
ー
を
通
じ
て
、

皆
さ
ま
か
ら
会

費
を
納
入
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も

誰
も
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
く
、
安

心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る

福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し

て
活
動
を
行
っ

て
い
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

このような
ことに使っています
会費は

災害マップ作成
災害発生時のスムーズな
避難や救助を行うため、
情報共有もかねたマップ
の作成を推進しています

見守りとうど衆
住民同士が支え合う地域づくりを目指して
隣組長やボランティアの方にご協力いただ
き、地域の見守りを行っています

飯
山
児
童
館
ま
つ
り

　
　
〜
み
ん
な
で
遊
べ
ば
楽
し
さ
１
０
０
倍
！
〜

　このほかにも福祉施設の運営や、サマーアクションボランティア等の福祉教育、ボラ
ンティアの育成等さまざまな福祉活動に活用しています。

写真は齊藤源治さん。湯の
入荘を入れた替え歌で盛り
上げていただきました。

　6月 29日 ( 土 ) に湯の
入荘で第 1回のカラオケ大
会が行われました。

　

北
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や

児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
で
は
、「
将
来

は
保
育
士
に
な
り
た
い
」、「
子
ど

も
が
好
き
だ
か
ら
参
加
し
た
」
そ

ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生
さ
ん

達
と
乳
幼
児
や
小
学
生
が
笑
顔
で

触
れ
合
う
場
面
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
も

利
用
者
さ
ん
と
楽
し
く
お
話
し

た
り
、
職
員
の
手
伝
い
を
積
極
的

に
行
っ
た
り
す
る
姿
が
あ
り
ま
し

た
。

　
「
自
分
か
ら
進
ん
で
○
○
す
る
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
味
を
感
じ
な

が
ら
、
今
年
も
多
く
の
参
加
者
と

利
用
者
の
笑
顔
溢
れ
る
体
験
に
な

り
ま
し
た
。



施設名等 ご 芳 名 内 容 等
北部子育て
支援センター

太田地区
更生保護女性会 様 講演会託児

湯の入荘
和紙ちぎり絵
グループ 様

作品展示
（ちぎり絵 13点）

ナルク飯山 様 フリーマーケット

飯山学園

竹節寝具店 様 布団づくり
飯山地区
赤十字奉仕団 様 布団づくり

飯山地区
更生保護女性会 様 日中保育

ナルク飯山 様 日中保育

常岩の里
ながみね

おはなしバケット 様 紙芝居、手遊び

田中 さと子 様 ときわひろば
活動ボランティア

フレッシュばあず 様 手遊び、折り紙
水野 かをり 様 パネルシアター水野 あかね 様

デイサービス
ゆきつばき あけぼの会 様 布切り

デイサービス
瑞穂

瑞穂地区
更生保護女性会 様 草取り

デイサービス
常盤 田中 克己 様 キーボード演奏、

歌
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令和元年6月 21日～令和元年7月 20日分

お知らせと募集
この欄に関するお問い合せ・お申し込みは、
飯山市社会福祉協議会まで

ご寄附・ご訪問
いつもありがとうございます

ご　寄　附
ご 芳 名 物　 品・ 金　 額 備 考
太田地区
社会福祉協議会 様

戸狩児童センターへ
20,000 円 ご寄附

善意銀行武田 勝彦 様 社協介護保険事業へ
53,000 円 ご寄附

相澤 はま江 様 くず入 ご寄附
阿部 忠治 様 5円玉 (835 円 ) ご寄附

湯の入荘

匿名 様 817 円 ご寄附

沼田 和男 様 切り花（ヒペリカム）
ご寄附

小沢 貞子 様 くず入 ご寄附
丸山 光 様 くず入 ご寄附
匿名 様 ゴミ袋 ご寄附

デイサービス外様匿名 様 野菜 ご寄附

匿名 様 花、野菜、サボテン
ご寄附
ご　訪　問

施 設 名 等 ご 芳 名 内 容 等
飯山児童クラブ 飯山高校 JRC部 様 児童と遊びの交流
木島児童館 大西 秀彦 様 庭の草刈り
瑞穂児童クラブ 吉原 光恵 様 本の読み聞かせ

日 曜 地　　区
3 火 戸狩 8：50

4 水 大久保 8：50

5 木 曙町 8：50、奈良沢 8：55
上倉 9：00、肴町・福寿町

6 金 下木島 8：50　坂井 8：55
天神堂 9：00

7 土 堀之内 9：00、五束・柳沢 9：05
小境 9：10

10 火
中谷 8：45、大川 9：00
市ノ口 9：10
神明町、愛宕町、田町、北町

11 水 上水沢 8：50、大池・下水沢・大塚

12 木 西大滝 8：45、藤沢 8：55
桑名川、今井 9：10

13 金
荒舟 8：45、新田、深沢、
上組 8：55、北組 9：00、
中町 9：05、北畑 9：10

14 土
顔戸 8：40
中曽根・中条・法寺 8：50、尾崎
上野 9：00、大倉崎 9：05

18 水 栄町 9：00、新町 9：05
上町・鉄砲町 9：10、本町

19 木
北原 8：45
柏尾・小菅・針田・関沢 9：00
戸那子 9：05
中組・富田・福島 9：10、神戸

20 金 一般開放日

21 土 小沼 8：50、戸隠 9：00
柳新田 9：05

25 水
山岸 8：45、其綿 8：50
吉・安田・上新田 9：00
野坂田 9：10

26 木 第 2回　カラオケ大会

27 金
上境 8：40、羽広山 8：55
温井・三郷 9：00、曽根
蕨野 9：10
瀬木・五荷・北条 9：15 、大深

28 土
四ツ屋 8：45、
山口・藤ノ木・小佐原 8：55、南条
上新田・笹川 9：00

募

　 
せら知おのらか荘入の湯

皆
さ
ま
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

〒
３
８
９-

２
２
５
３ 

飯
山
市
大
字
飯
山
１
２
１
１-

１

　

  

社
会
福
祉
法
人 

飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
今
月
の
歌
」
係 

宛

お問い合せ：湯の入荘　☎ 65-3312

・
は
や
ば
や
と
盆
礼
に
ジ
ュ
ー
ス
と
ど
く

・
ふ
う
り
ん
の
音
も
か
ろ
や
か
夏
の
風

・
お
そ
く
花
火
の
音
や
な
つ
ま
つ
り

・
若
き
日
に
お
ど
り
と
お
し
た
夏
ま
つ
り

・
遠
く
住
む
孫
か
ら
う
れ
し
い
便
り
く
る

飯
山　
　

石
沢　
タ
ツ
エ

・
年
号
が
変
っ
た
夢
も
若
返
る

・
生
き
て
い
る
時
間
読
書
も
夢
も
あ
る

・
平
凡
の
暮
ら
し
の
中
に
あ
る
平
和

・
泣
き
言
は
言
う
ま
い
明
日
は
き
っ
と
晴
れ
る

・
急
ぐ
ま
い
お
迎
え
き
っ
と
来
る

常
盤　
　
　
小
野　
し
ま

・
人
生
は
な
ぞ
な
ぞ
ば
か
り
と
き
き
れ
ず

・
老
人
の
メ
ガ
ネ
の
奥
に
や
さ
し
い
目

・
握
手
し
た
笑
顔
の
男
の
手
が
ぬ
く
い

・
人
恋
し
ふ
と
ふ
り
む
け
ば
影
ぼ
う
し

・
風
鈴
が
息
こ
ろ
し
て
る
炎
天
下

・
月
あ
か
り
ね
む
れ
ぬ
ま
で
に
さ
え
わ
た
り

飯
山　
　
　
　
　

関　

宏

・
子
供
の
日
柱
に
残
す
傷
の
跡

・
帰
省
子
に
跳
び
付
く
犬
の
頭
撫
で

・
寺
町
の
和
服
行
き
交
ふ
秋
日
傘

東
京
都　
阿
部　
つ
ぎ
を

・
真
実
の
心
に
沁
む
る
思
ひ
や
り

真
心
沁
む
る
皆
を
つ
つ
め
り

・
畑
中
に
あ
ま
た
の
雑
草
花
咲
き
て

ぬ
き
と
る
草
花
心
寂
し
き

飯
山  　
　
　

丸
山　

昌

○申込方法
　■下記のQRコードより申込みできます。
　■市社会福祉協議会で配布されている申込書に必要事項をご記入
の上、市社会福祉協議会まで郵送または FAXしてください（申込書
は市社会福祉協議会HPからもダウンロードできます）。また、電話、
メールでの受付も可能です。
○申込期限：9月 2日（月）消印有効
○お問合せ：飯山市社会福祉協議会　☎ 62-2840

○日時：9月 29 日（日）13：00 ～ 17：30
○会場：飯山市文化交流館なちゅら（飯山市大字飯山 1370-1）
○対象：独身の男女　25歳～ 40歳代までの方
○参加費：男性 5,000 円　女性 3,000 円
○コース別体験（定員：体験 1…男女 20名、体験 2・3…男女 15名）
　体験1　飯山スイーツ「バナナボート」作り体験
　「バナナボート」をみんなで作って、 楽しく美味しく交流しよう♪
　体験2　ノルディックウォーキングで飯山 “珍 ”名所めぐり
　スキージャンプ台から “金のトイレ ”まで、
　少し変わったコースを散策しよう♪
　体験3　飯山伝統工芸品「内山紙」手すき和紙体験＆彫金体験
　匠の技を学ぼう♪内山紙でレター作り＆彫金でブックエンド作り♪
○最後は参加者全員集合！みんなでパーティー♪

　 
　会場：飯山市福祉センター ( 本町 )

ふれあい相談
毎週水曜日
9：00 ～ 12：00 要予

約
総合相談

9月20日（金）
9：00 ～ 15：00 予約

不要
弁護士による無料法律相談
11：00 ～ 15：00

行政、女性、人権、家庭、法律相談など無料でご相談いただけます。

日 時　令和元年 9月 26日（木）
　 　　参加者受付 9：00～
　　　　　　9：30開始～ 14：30終了予定
場 所　湯の入荘 大広間
参 加 費　500円（入館協力費、参加賞、音響技術費ほか）
　　　　　　＊温泉も入れます。
申込締切　9月 14日（土）

＊練習も大歓迎！ 300円で歌い放題！（要予約）

　令和元年度「第２回湯の入荘カラオケ大会」を開催いたします。カ
ラオケの大好きな方、湯の入荘のステージで熱唱してみませんか？　

参加募集人数　50組（先着順）
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 ６　月　定　例　会

　６月18日～20日の３日間にわたり、12名の議員から市政に対する一般質問
が行われました。質問の一部を抜粋しての掲載となり、内容につきましては各議
員において編集しております。
　掲載の順番は質問順です。

一般質問

介
護
予
防
と
高
齢

者
の
外
出
支
援
に

つ
い
て

渡辺美智子議員

問
　
　
年
間
を
通
じ
て
運
動
が
出
来

る
施
設
整
備
の
計
画
が
あ
る
が
、

進
捗
状
況
と
ど
の
よ
う
な
施
設
を

考
え
て
い
る
か
。

　
　

運
動
型
健
康
増
進
施
設
事
業

を
行
っ
て
い
る
先
進
地
の
視
察
を
考

え
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
施
設
に
す

る
か
今
後
検
討
。　
　

　
　

行
き
た
い
時
に
行
け
、
安
く

手
軽
に
利
用
出
来
る
施
設
に
。

　
　

議
員
の
提
案
も
参
考
に
し
て
、

市
民
が
運
動
で
き
る
施
設
整
備
を

こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　

高
齢
に
伴
っ
て
難
聴
者
が
増

え
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
に
伴
っ
て
認

知
症
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
相
談
体
制
と
購
入

補
助
が
出
来
な
い
か
。
補
助
を
し

て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。

　
　

相
談
に
つ
い
て
は
、
保
健
福

祉
課
で
受
け
て
い
る
。
身
体
障
が
い

者
手
帳
保
持
者
に
は
、
補
装
具
と

し
て
支
給
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外

の
方
へ
の
補
助
に
つ
い
て
は
研
究
し

て
い
く
。

　
　
シ
ニ
ア
カ
ー
が
利
用
し
や
す
い

歩
道
の
整
備
を
求
め
る
。

　
　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
き

整
備
を
進
め
て
い
る
。
段
差
等
通

行
に
支
障
が
あ
る
カ
所
に
つ
い
て

は
、
区
長
を
通
じ
て
報
告
を
。

答問答問答問答

平成30年12月撮影

　
　
新
た
に
事
業
戦
略
室
、
公
民

連
携
室
が
設
置
さ
れ
た
目
的
は
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
考
え
方
、
手
法

で
は
限
界
が
あ
る
。
民
間
企
業
の

活
力
、
行
政
の
持
続
性
、
互
い
の

長
所
を
生
か
し
た
持
続
可
能
な
地

域
社
会
を
目
指
す
。

　
　

時
代
の
大
き
な
転
換
期
、
森

林
、
中
山
間
地
の
畑
の
荒
廃
、
有

害
鳥
獣
、
商
店
の
衰
退
、
少
子
高

齢
化
、
危
険
空
き
家
、
こ
れ
は
私

の
地
元
に
も
あ
り
、
雪
が
屋
根
か

ら
道
に
落
ち
剥
げ
た
ト
タ
ン
が
強

風
で
舞
っ
て
危
険
。
特
定
空
き
家

に
な
り
次
の
段
階
に
進
む
が
、
各

分
野
で
こ
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
。

　
　

市
民
に
寄
り
添
い
な
が
ら
政

策
を
立
案
し
、
課
題
を
解
決
す
る
。

　
　

解
決
し
て
ゆ
く
強
い
意
志
が

我
々
に
本
当
に
あ
る
の
か
ど
う
か
、

こ
れ
が
問
題
と
考
え
る
。
委
員
会

視
察
で
も
大
き
な
成
果
が
あ
が
っ

て
い
る
部
門
に
は
人
間
力
溢
れ
る

職
員
が
お
り
、
市
民
の
応
援
団
も

出
来
て
い
た
。
い
く
ら
制
度
が
整
っ

て
も
、
機
能
さ
せ
る
の
は
人
間
。

人
間
力
に
溢
れ
た
人
材
育
成
が
鍵
。

　
　

そ
の
よ
う
に
思
う
。
職
員
の

想
い
、
人
の
繋
が
り
、
や
る
気
等

は
と
て
も
大
事
と
考
え
る
。
人
材

育
成
に
全
力
を
あ
げ
て
ゆ
く
。

市
役
所
組
織
の
機

構
改
革
に
つ
い
て

西澤一彦議員

問答 問答問 答

　
　

県
の
高
校
改
革
実
施
方
針

に
、旧
第
一
通
学
区
の
『
再
編・キ
ャ

ン
パ
ス
化
』
が
は
っ
き
り
と
打
ち
出

さ
れ
て
い
て
地
域
協
議
会
で
検
討

を
始
め
て
い
る
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
化

と
は
ど
ん
な
こ
と
か
。

　
　

キ
ャ
ン
パ
ス
化
と
は
『
分
校

に
な
る
こ
と
』
と
理
解
し
て
い
る
。

　
　

今
年
、
飯
山
市
内
か
ら
下
高

井
農
林
高
校
に
入
学
し
た
生
徒
は

ど
の
く
ら
い
か
。

　
　

全
体
の
約
５
割
が
市
内
か
ら

の
入
学
生
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

下
高
井
農
林
高
校
の
役
割
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

少
子
化
で
定
員
に
満
た
な
い

状
況
だ
が
、
岳
北
地
域
唯
一
の
専

門
高
校
で
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
中

心
に
、
地
域
に
残
る
子
供
を
育
て

て
い
る
。
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
高
校
と
捉
え
て
い
る
。

　
　

中
心
地
区
の
商
店
街
が
力
を

落
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
、

本
町
の
店
舗
数
の
変
化
は
ど
う
か
。

　
　

平
成
元
年
は
58
店
舗
、
令
和

元
年
は
36
店
舗
に
減
少
し
た
。

　
　

店
舗
減
少
に
つ
い
て
調
査
を

し
て
い
る
か
。

　
　

具
体
的
な
調
査
は
し
て
い
な

い
が
、
売
り
上
げ
減
少
、
後
継
者

問
題
な
ど
が
原
因
と
推
定
さ
れ
る
。

岳
北
地
区
高
校
の

将
来
像
・
中
心
商

店
街
の
明
日
の
姿

松本淳一議員

問問答問答問 答答答 問

　
　

こ
の
３
年
間
移
住
者
が
増
え

た
要
因
は
。

　
　

新
幹
線
駅
開
業
、
移
住
誘
致

活
動
、
受
入
れ
体
制
の
強
化
が
要

因
と
考
え
る
。

　
　

移
住
者
の
働
く
先
に
つ
い
て
。

　
　

就
職
情
報
を
収
集
し
、
事
業

所
な
ど
へ
の
同
行
を
し
て
い
る
。
起

業
希
望
者
に
は
支
援
制
度
の
説
明

を
し
て
い
る
。

　
　

新
幹
線
や
在
来
線
を
利
用
し

幅
広
く
就
職
が
で
き
る
取
組
は
。

　
　

広
く
市
内
外
の
企
業
と
連
携

を
図
り
た
い
。

　
　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
は
今
後
重

要
と
思
う
が
、
市
の
見
解
は
。

　
　

犯
罪
抑
止
効
果
、
状
況
把
握

な
ど
一
定
の
効
果
が
あ
る
が
犯
罪

を
止
め
ら
れ
る
物
で
は
な
い
。
設

置
は
調
査
し
、
必
要
に
応
じ
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
活
用
は
。

　
　

年
度
初
め
学
校
だ
よ
り
な
ど

で
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い

る
。
必
要
に
応
じ
て
保
護
者
へ
制

度
の
活
用
を
促
し
て
い
る
。

　
　

12
月
議
会
で
質
問
し
た
、
や

ま
ほ
い
く
の
申
請
に
つ
い
て
は
。

　
　

認
定
園
を
視
察
し
、
来
年
度

以
降
の
申
請
に
向
け
取
組
み
た
い
。

移
住
定
住
・
防
犯

カ
メ
ラ
の
重
要
性

県
の
教
育
事
業

吉越利明議員

問答 問答 問答 問答問答問答

◆
行
政
・
議
会
・
市
民
で
設
立
を

　
　

人
口
問
題
ま
た
老
朽
化
が

進
む
公
共
施
設
な
ど
直
面
し
て

い
る
問
題
を
洗
い
出
し
、
人
口
が

一
万
五
千
人
、
一
万
人
に
な
っ
て
も

こ
の
地
域
で
生
活
す
る
に
は
今
何

が
必
要
か
真
剣
に
考
え
る
崖
っ
ぷ

ち
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
市

長
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　

市
の
将
来
像
に
つ
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
会
議
を
し
て
い
る
中
で

一
番
大
事
な
の
は
言
い
っ
放
し
で
な

く
参
加
型
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
る
。
公
約
に
も
あ
る
が
、
市
民

ア
イ
デ
ア
会
議
の
設
置
な
ど
で
具

体
的
な
課
題
と
解
決
を
明
確
に
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

◆
職
員
に
民
間
企
業
研
修
を

　
　
昨
年
の
９
月
と
12
月
議
会
で

提
案
し
て
い
る
が
、
12
月
議
会
で

は
新
年
度
に
な
っ
た
ら
研
修
さ
せ

て
く
れ
る
企
業
を
探
す
と
の
答
弁

で
あ
っ
た
が
ど
う
な
っ
た
の
か
。

　
　

市
内
の
ス
ー
パ
ー
を
中
心
に

４
社
打
診
を
し
て
何
社
か
ら
は
返

答
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
受
け
入
れ

企
業
で
は
研
修
の
内
容
は
限
ら
れ

た
接
遇
の
分
野
と
い
う
こ
と
な
の

で
、
研
修
効
果
等
を
よ
く
精
査
し

て
、
他
の
企
業
も
視
野
に
入
れ
実

り
あ
る
研
修
に
し
て
い
き
た
い
。

「
飯
山
市
未
来
会

議
」
設
立
の
提
言

市川久芳議員

問 答 問答

◆
三
世
代
同
居
等
住
宅
建
設
支
援

事
業
に
つ
い
て

　
　
働
き
盛
り
の
方
が
Ｕ
タ
ー
ン

し
て
市
内
の
親
族
と
同
居
す
る
だ

け
で
も
支
援
し
、
あ
る
程
度
特
化

し
大
胆
な
支
援
を
。

　
　

庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
ビ
ッ
ク
リ
す
る
よ
う
な
企
画

を
提
案
す
る
よ
う
取
り
組
む
。

◆
小
集
落
維
持
政
策
に
つ
い
て

　
　
人
口
減
少
に
よ
り
、
集
落
維

持
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
幹
部
職
員

が
維
持
作
業
を
体
験
し
、
実
態
を

認
識
し
た
う
え
で
政
策
を
。

　
　

小
集
落
の
実
情
を
知
る
こ
と

は
大
事
だ
。
活
性
化
セ
ン
タ
ー
所

長
も
含
め
検
討
し
進
め
て
い
く
。

◆
市
職
員
の
意
識
改
革
に
つ
い
て

　
　

飯
山
市
と
は
別
法
人
で
あ
る

信
州
い
い
や
ま
観
光
局
、
一
企
業
の

チ
ラ
シ
を
市
の
広
報
に
入
れ
る
の

は
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。
市

職
員
の
意
識
改
革
が
必
要
。
一
日

も
早
く
自
立
性
を
保
ち
、
独
立
し

た
市
民
に
評
価
さ
れ
る
観
光
局
に
。

　
　

市
と
は
異
な
る
組
織
で
あ
る

こ
と
は
職
員
も
理
解
し
て
い
る
。

観
光
局
は
収
益
事
業
の
み
な
ら
ず

公
益
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

市
報
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
と
い
う

形
で
、
積
極
的
に
広
報
に
努
め
る
。

移
住
、
定
住
政
策

の
充
実
を

久保田幸治議員

問 答 問答答 問

◆
こ
れ
か
ら
の
農
業
は

　
　

生
産
額
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

市
の
こ
れ
か
ら
の
農
業
の
基
本
的

な
考
え
方
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
　

米
、
野
菜
、
花
卉
な
ど
は
順

調
に
推
移
し
て
い
る
。
自
分
に
合

わ
せ
た
経
営
ス
タ
イ
ル
を
考
え
、

売
れ
る
品
質
の
よ
い
農
作
物
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
一

番
の
課
題
だ
。

　
　

各
農
家
さ
ん
に
任
せ
る
と
い

う
こ
と
で
、
こ
れ
を
つ
く
ろ
う
と
い

う
具
体
的
な
も
の
は
な
い
か
。

　
　

農
業
団
体
、
農
業
者
の
代
表

者
、
Ｊ
Ａ
か
ら
な
る
飯
山
市
農
業

再
生
協
議
会
を
組
織
し
て
、
強
化

す
る
作
物
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

市
も
支
援
し
て
い
る
。

◆
皮
袋
形
土
器
の
県
宝
へ
の
申
請

に
つ
い
て

　
　

戸
狩
（
岡
峰
）
で
出
土
し
た

皮
袋
形
土
器
は
全
国
的
に
も
価
値

が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
県
宝
と

し
て
、
市
か
ら
県
へ
申
請
し
て
も
ら

い
た
い
が
ど
う
か
。

　
　

先
ず
、
文
化
財
審
議
委
員
会

の
委
員
か
ら
こ
の
件
を
投
げ
か
け

て
も
ら
い
、
市
の
有
形
文
化
財
に

指
定
を
さ
れ
て
か
ら
と
い
う
の
が
ベ

ス
ト
か
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
の
農
業

は
・
皮
袋
形
土
器

の
県
宝
へ
の
申
請

飯田健一議員

問答 問答問答

一 般 質 問



議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察

８
月
６
日
（
火
）　
福
井
県
越
前
市
議
会　

８
月
７
日
（
水
）　
石
川
県
か
ほ
く
市
議
会

・
議
会
基
本
条
例
の
制
定
、
議
会
活
性
化
の
取
り
組
み
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　市政を知る良い機会です。議
会傍聴にお出かけください。
　議場は市役所５階です。傍聴
席入口からお入りください。
　本会議はｉネットでも放映し
ています。

　過去の会議録は市議会ホーム
ページから検索できます。

議会を
　傍聴しませんか !!

令和 元 年 9 月 定例会 
会期日程 (予定 )

◆招集・議案上程
◆一般質問

◆各常任委員会審査

◆委員長報告・採決

9月　　2日（月）
　　 　10日（火）
～12日（木）
　　13日（金）
　　～19日（木）
　　25日（水）

一般質問
　

７
月
24
日
、
第
２
回
目
の
分
科

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
事
前
に
各

委
員
か
ら
課
題
と
思
わ
れ
る
事
柄

を
出
し
て
も
ら
い
、
出
さ
れ
た
意

見
に
つ
い
て
議
論
を
し
ま
し
た
。

①
本
会
議
の
あ
り
方

・
上
程
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
質
疑

な
し
の
慣
例
を
見
直
す
必
要
性

・
一
般
質
問
に
つ
い
て
、
議
論
を
深

め
る
た
め
の
方
策

・
市
長
他
の
反
問
権
の
範
囲

・
説
明
ボ
ー
ド
の
使
用

・
休
日
、
夜
間
議
会
の
開
催

②
議
員
全
員
協
議
会
の
あ
り
方

・
市
長
部
局
か
ら
の
報
告
事
項
以

外
の
協
議

・
テ
ー
マ
を
決
め
て
議
論
す
る
方
向

に
つ
い
て
検
討

③
常
任
委
員
会
の
見
直
し

・
予
算
、
決
算
委
員
会
と
常
任
委

員
会
の
兼
ね
合
い
と
審
議
方
法(

審

議
時
間
、
事
前
調
査
等)

④
そ
の
他

・
多
く
の
人
に
議
員
を
目
指
し
て
も

ら
う
た
め
の
取
り
組
み

・
昨
今
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
対
応
す
る
た

人
口
２
万
人
割
れ

を
ど
う
受
け
止
め

る
か

高山恒夫議員

　
　
人
口
２
万
人
割
れ
と
大
き
く

報
道
さ
れ
た
が
。

　
　

移
住
定
住
施
策
に
よ
り
社
会

減
は
１
０
０
人
台
ま
で
抑
え
込
ん

で
い
る
。
住
み
や
す
さ
は
人
口
の
数

の
み
に
表
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
時
代
に
合
っ
た
工
夫
で
活
力

あ
る
飯
山
を
つ
く
っ
て
い
く
。

　
　
岳
北
地
域
の
再
合
併
議
論
を

　
　

個
性
を
持
っ
て
い
る
市
町
村

が
広
域
的
に
連
携
し
て
い
く
こ
と

が
望
ま
し
い
姿
で
は
な
い
か
。

◆
行
政
懇
談
会

　
　
行
政
懇
談
会
の
役
割
は
。

　
　

昨
年
は
４
回
開
催
し
た
。
直

接
市
民
の
意
見
や
要
望
を
聞
け
る

有
意
義
な
場
と
考
え
て
い
る
。

◆
公
民
館
の
充
実

　
　
公
民
館
主
事
の
嘱
託
化
で
社

会
教
育
活
動
を
ど
う
進
め
る
か
。

　
　

公
民
館
の
担
う
役
割
や
活
動

は
益
々
重
要
と
考
え
て
い
る
。
地

区
館
と
連
携
し
特
色
あ
る
活
動
を

推
進
し
て
い
く
。

◆
歴
史
と
ロ
マ
ン
の
里
づ
く
り

　
　
小
菅
文
化
的
景
観
整
備
計
画

の
取
組
み
は
。

　
　

護
摩
堂
の
改
修
は
市
と
し
て

全
面
的
に
協
力
し
て
い
く
。
基
金

に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
考
え
た

い
。 問答 問答 問答 問答問答

　
　
人
口
減
少
し
て
も
地
域
の
皆

さ
ん
が
、
こ
こ
が
一
番
住
み
や
す
い

と
感
じ
る
施
策
を
す
る
の
が
行
政

だ
と
思
う
が
。

　
　

い
か
に
住
み
や
す
く
す
る
か

と
い
う
こ
と
が
本
来
の
観
点
で
あ

り
、
し
っ
か
り
取
り
組
む
。

　
　

戸
数
が
減
っ
て
も
元
気
な
集

落
は
限
界
集
落
で
は
無
い
が
若
者

に
負
担
が
か
か
る
。
集
落
を
長
く

維
持
で
き
る
よ
う
様
々
な
支
援
を
。

　
　

課
題
は
集
落
に
よ
り
異
な
り

一
括
解
決
は
難
し
い
が
状
況
は
把

握
し
て
い
る
の
で
、
出
来
る
こ
と
か

ら
対
応
策
を
考
え
て
行
き
た
い
。

　
　

地
域
の
課
題
に
取
り
組
み
相

談
に
乗
る
集
落
支
援
員
制
度
を
創

り
、
活
性
化
セ
ン
タ
ー
所
長
に
一
翼

を
担
っ
て
も
ら
っ
た
ら
ど
う
か
。

　
　

地
区
の
団
体
事
務
等
を
軽
減

さ
せ
て
も
ら
い
、
相
談
、
支
援
に

当
た
る
体
制
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

高
齢
者
の
車
事
故
が
多
発
し

て
も
、
こ
の
地
域
で
は
車
無
し
で
は

立
ち
行
か
な
い
。
先
進
安
全
自
動

車
へ
の
買
い
替
え
や
ア
ク
セ
ル
と
ブ

レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
防
止
装
置

等
へ
の
補
助
を
検
討
す
べ
き
だ
。

　
　

高
齢
者
が
長
く
運
転
で
き
る

支
援
策
や
免
許
証
返
納
後
の
支
援

も
合
わ
せ
て
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

問答 住
み
や
す
い
地
域

づ
く
り
を

佐藤正夫議員

問答答答問 問

◆
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　
　
自
民
党
と
公
明
党
に
よ
る
安

倍
政
権
の
悪
政
は
、
閣
僚
に
よ
る

あ
い
つ
ぐ
失
言
、「
年
金
」
の
老
後

資
金
２
０
０
０
万
円
問
題
、
維
新

議
員
に
よ
る
「
戦
争
」
発
言
な
ど
、

政
治
の
崩
壊
と
も
い
う
べ
き
状
況

が
す
す
ん
で
い
る
。
日
米
の
首
脳

会
談
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
要
求
の

も
と
農
産
物
の
関
税
撤
廃
を
迫
ら

れ
、
大
き
な
譲
歩
が
迫
ら
れ
た
。

大
幅
譲
歩
と
な
れ
ば
日
本
の
経
済
・

食
料
主
権
に
と
っ
て
亡
国
の
道
と

な
る
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

　
　

飯
山
市
の
農
業
を
守
っ
て
い

く
、
飯
山
の
特
徴
を
も
っ
た
農
業
、

国
際
化
の
中
で
負
け
な
い
農
業
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。

◆
小
・
中
学
校
の
通
学
対
策　

　
　

暑
さ
対
策
と
し
て
要
望
し
て

き
た
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
が
夏
ま

で
に
設
置
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
こ
と

に
つ
い
て
評
価
を
し
た
い
。
保
護
者

か
ら
通
学
の
形
態
に
つ
い
て
要
望

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
現
状
と
課

題
、通
学
形
態
の
基
準
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

飯
山
市
は
原
則
と
し
て
徒
歩

通
学
を
基
本
に
し
て
い
る
。
国
の

基
準
に
よ
っ
て
通
学
距
離
に
応
じ

た
形
態
と
な
っ
て
い
る
。

政
治
姿
勢
と
小
・

中
学
校
の
通
学
対

策
に
つ
い
て

小林喜美治議員

問答問答

　
　

飯
山
城
址
公
園
の
整
備
事

業
の
短
期
公
園
整
備
事
業
が
終
了

し
た
と
聞
く
が
ど
の
よ
う
な
内
容

だ
っ
た
の
か
。

　
　

23
年
度
に
策
定
し
た
飯
山
城

址
公
園
の
整
備
計
画
は
本
年
度
で

終
了
す
る
。
市
民
会
館
跡
地
と
な

る
西
曲
輪（
に
し
く
る
わ
）、二
ノ
丸・

三
ノ
丸
を
中
心
と
し
た
城
郭
の
基

盤
整
備
や
復
元
看
板
の
設
置
な
ど

を
行
っ
て
来
た
。

◆
や
ま
び
こ
カ
ー
ド
に
つ
い
て

　
　

市
役
所
１
階
の
市
民
ホ
ー
ル

に
や
ま
び
こ
カ
ー
ド
と
投
函
箱
が

設
置
さ
れ
て
い
て
４
項
目
が
記
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
か
ら
職
員

の
接
遇
向
上
の
目
的
と
理
解
す
る

が
、
ど
の
く
ら
い
の
投
函
数
が
あ
る

の
か
。

　
　

や
ま
び
こ
カ
ー
ド
に
つ
い
て

は
来
庁
し
た
市
民
が
窓
口
対
応
し

た
職
員
の
対
応
に
関
し
て
印
象
等

に
５
段
階
で
評
価
し
て
も
ら
い
庁

舎
玄
関
入
り
口
に
設
置
し
て
い
る
。

過
去
５
年
間
の
投
函
数
は
、
平
成

30
年
度
12
件
、
29
年
度
14
件
、
28

年
度
６
件
、
27
年
度
19
件
、
26
年

度
11
件
の
状
況
で
あ
る
。
市
民
の

お
褒
め
の
カ
ー
ド
が
増
え
る
よ
う

に
職
員
の
接
遇
向
上
を
は
か
っ
て

行
き
た
い
。

飯
山
城
址
公
園
の

整
備
事
業
に
つ
い

て

岸田眞紀議員

問答 問答

　
　

旧
城
南
中
学
校
の
校
舎
を

利
用
し
、
国
際
的
な
人
材
育
成
ス

ク
ー
ル
を
誘
致
し
た
い
と
の
構
想

の
実
現
を
期
待
す
る
が
ど
ん
な
現

状
な
の
か
。

　
　

ま
だ
、
具
体
的
な
状
況
に

至
っ
て
い
な
い
。
引
き
続
き
有
効

活
用
を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

　
　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
は
毎

年
戸
狩
と
斑
尾
で
開
催
さ
れ
て
い

る
、
多
言
語
で
触
れ
合
う
ヒ
ッ
ポ

フ
ア
ミ
リ
ー
の
体
験
が
、
次
世
代

育
成
に
重
要
に
思
う
。
地
域
の
子

ど
も
の
参
加
に
つ
い
て
、
支
援
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。　
　
　

　
　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
将
来

に
と
っ
て
、
大
変
大
事
な
事
と
考

え
て
い
る
。
子
ど
も
未
来
基
金
を

活
用
し
て
支
援
を
検
討
し
た
い
。

　
　

飯
山
に
は
次
世
代
育
成
の
良

い
環
境
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る

の
で
、
地
域
を
様
々
体
験
出
来
る

よ
う
に
、
古
民
家
等
を
利
用
し
た

「
お
試
し
ハ
ウ
ス
」
的
な
施
設
を
検

討
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。　

　
　

様
々
な
育
成
団
体
の
皆
さ
ん

に
、
地
域
を
お
試
し
体
験
し
て
貰

う
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
の
で
、

進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

次
世
代
の
人
材
育

成
に
つ
い
て

山﨑一郎議員

問答問答問答

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
　  

議
会
の
あ
り
方
分
科
会
を
開
催

め
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
活
用
策

・
請
願
紹
介
議
員
の
説
明
を
求
め
る

必
要
性

・
議
員
間
討
議

・
議
員
お
よ
び
必
要
に
応
じ
て
理
事

者
、
職
員
を
含
め
た
研
修
の
あ
り
方

　　

以
上
の
項
目
の
他
、
広
報
公
聴

分
科
会
と
連
携
し
て
市
民
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
優
先
順
位
を
決

め
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

◎７月26日徳島県三好市議会の会派三好楓会
様が「市民協働の取り組みについて」視察に来
飯されました。

「協働のもりづくり、むらづくり、みちづくり事業について」
農林課、道路河川課より説明をしました

◎７月31日大分県日田市議会の産業建設常任
委員会の皆様が「林福連携事業について」視
察に来飯されました。

「林福連携事業（農福を含む）の取り組みについて」農林課、
保健福祉課より説明をしました

行政視察受入
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あなたも広報専属カメラマン！

【お問合わせ】飯山市美術館☎ 62-1501

木島地区　３歳 10 カ月

（右）妹の栞（しおり）ちゃん

和里田 一
い つ き

希 くん

このコーナーに出てみませんか？
「わが家の人気者」に登場していただける２～ 4 歳ぐら
いのお子さんを募集しています。出演していただいた方
には写真をプレゼント。市役所 事業戦略室 情報政策係
までご連絡を！（☎ 62-3111 内線 387）

　長野大会準決勝から広報として、取材させていただきま
した。飯山高校野球部のみなさん本当におめでとうござい
ます。長野大会決勝で、プレッシャーの中で最高のプレー
をする皆さんの姿に感動しました。この飯山市の歴史的快
挙を記録として残すため、広報飯山として別冊を発行を検
討しています。皆さんの健闘をお祈りします。久保田

　ショベルカーやブルドーザーなどの建設機械が好
きな一希くん。家には、建設機械のおもちゃやトミカ
のミニカーがいっぱい。大事にしまってあったチラシ
を持ってきて、家族でトミカ博に行ったことを伝えて
くれました。特に冬は、お父さんがホイルローダーで
除雪しているところをずっと見ているそうです。
　「明るく元気に育ってもらいたい、そして大きくなっ
て自分の力で人生を切り開いていってほしい」という
のがご両親の願いです。

（伸二さん、麻衣子さんの長男）

　9 月 1 日 ( 日 ) から市内太田地区出身の画家・木原正
徳さん（飯山北高卒）の企画展が始まります。文化庁／
芸術家海外留学特別派遣にてイタリアで研修、現在は東
北芸術工科大学教授・副学長。200 号を超える大作中心
に 60 点ほどの展示です。どうぞご覧ください。

編 集 後 記

美 術 館 情 報

わが家の 人気者

企画展
「木原正徳展 ひとかたち ー野に還るー」

▲作家近影

でつながって市報に写真を載せませんか？
あなたのご自慢の写真に「＃広報飯山」のタグを付けてインスタグラムにアッ
プしてください。３・６・９・１２月の25日までに投稿された写真から数点
ほど選んで掲載させていただきます。応募の際はホームページ記載の応募方
法や応募の注意事項をお守りください。

イ ン ス タ グ ラ ム

QR コードで
ホームページ
をチェック！

広報広報広報飯山


